



















































































































主にこの青葉山遺跡 E地点の調査成果を掲載 した。 このE地点では、東北地方ではきわめ
て珍しい約7500年前の縄文時代早期の集落跡が明らかにされた。 2棟の竪穴住居跡や沢山
の早期縄文上器、石器が検出され、集落の構造、住居の構造など当時の生活を知る貴重な





















仙台城二の丸跡第15次調査地点 (NM15)1995年 3月 1日 ～ 3月 24日 藤沢敦 。関根達人 。菊池佳子




か (東北大学考古学研究室研究生)、 同出土石器の使用痕分析については須藤隆と池谷考史 (東北大学考古学研
究室大学院生)力 執ゞ筆した。本文執筆分担は、以下のとおりである。
第 I章 :藤沢敦







松本秀明 (東北大学大学院理学研究科)。 相原淳― (仙台市博物館)。 中村大 (国学院大学者古学研究室)
仙台市教育委員会・東北大学文学部考古学研究室
7.出土遺物・調査記録は、東北大学埋蔵文化財調査研究センターで保管・管理している。
凡     例
1.方位は、真北に統一してある。
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Tab l Excavations on the campus in the fiscal year 1994
種類の種類 調 査 地 (略号 ) 原 因 調 査 期 間 面 積 時 期
本 調 査 仙台城二の丸跡第15地点 (NM15) 川内南地区屋外環境整備 3/1～ 3/24 701m2 近世
仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 4地点 (BK4) 課外活動施設新営 8/1～ 12/21 983.5m2 近世
青葉山遺跡 E地点第 3次調査 (AOE3) 理学部自然史標本館新営 3/17‐ヤ10/24 1,862m2 縄文早期
試 掘 調 査 大型計算機センター地点 (付帯施設部分) 大型計算機センター新営 4/18-4/27 16nギ
立 会 調 査 富沢地区野球場 (94-1) 基幹整備 6/13～ 7/12






Ruin of Sendai Castle
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AObayama Site Loc B
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仙台城跡 2:川内古碑群 3:青葉山遺跡B地点 4:青棄山遺跡E地点 5:青葉山遺跡C地点
青葉山遺跡A地点 7:青葉山遺跡D地点 8:戸ノロ遺跡 9:片平仙台大神宮の板碑 10:郷六大日如来の碑
葛岡城跡 12:郷六城跡 13:郷六建武碑 14:沼田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遺跡 17:松ケ岡遺跡
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図 1 東北大学と周辺の遺跡







図 2 仙台城 と二の丸の位置





より、学内共同利用施設の埋蔵文化財調査研究センターヘと改組することとなった。1993年 12月 13日 に開催され
た埋蔵文化財調査委員会において、「(仮称)埋蔵文化財調査研究センター設置要求書」が審議・承認され、正式
にセンター設置を要求する運びとなった。これを受けて、センターの調査研究員の定員は、新たに全学流用定員
を確保することとなり、前年度末の1994年 3月 に開催された流用査定委員会において、助手 3名の流用が承認さ
れた。さらに、1994年 5月 17日 開催の評議会において、埋蔵文化財調査研究センターの設置が認められ、同日付
けでセンターが発足した。



































件の、合計 7件の調査を実施した (表 1)。
(1)川 内地区の調査

































と、明らかに近代以降と考えられる盛土を 1層 として、この 1層のみを重機で除去し、 2層上面から手掘りで精
査を行うこととした。
先に行っていた青葉山遺跡E地点第 3次調査が終了していなかったが、並行して調査を行うことになり、 8月
1日 から調査を開始した。12ケ 月以上の調査期間が想定されたため、冬期の中断をはさんで 2ケ年に渡って調査
を行うこととした。そのため1994年度は、遺跡全体の様相を把握して、全体の見通しを立てることに主眼を置い
た。 2層上面の遺構から精査を開始したが、この面からは大規模な礎石建物跡などが検出され、いずれも明治以














































図 3 仙台城二の丸跡・ 武家屋敷跡調査地点
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図 4 青葉山地区調査地点






図 5 仙台城二のLEIヒ方武家屋敷地区第 4地点調査区の位置
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図 6 富沢地区調査地点
















あるため、1985年度・ 1989年度 。1991年度の 3ケ年にわたって、埋蔵文化財調査委員会が試掘調査を実施してい

































東北史学会 10月 2日 於 :東北大学
発表題目「青葉山遺跡E地点における縄文早期集落」 発表者 :関根達人




1:赤這遺跡 (縄文)2:久 田遺跡 (縄文)3:大 室院跡 (近世)4:上 川原遺跡 (縄文)5:丸 森遺跡(縄文)
6:東北大学農場 2・ 3号畑遺跡 (縄文)7:町 西遺跡 (弥生)8:町 A遺跡 (縄文 。古代)9:町 B遺跡 (縄文)
盤:騒艶講謎
(畔
!吊鰯 轡f鞘躍継歓辞舒弊Ⅷ  (鍵出潟翻解話ざ犠:/JAF_鋤
(中世 )
図 7 川渡地区調査地点 と周辺の遺跡











1月 28・ 29日 第 8回江戸遺跡研究会「災害と江戸時代」 藤沢敦 。関根達人・菊池佳子






















外灯付設工事は、道路の中央部の 7基の外灯を伴うグリーンベル ト新設区 (東区)と 、そのための電源を確保
するため、厚生施設南側からロータリーの南端を通って外灯へと繋がる管路 (西区)と に分かれる (図 8)。 外灯
の基礎部分については、記述の便宜上、最も東に位置するものを外灯 1と し、以下最も西側の外灯 7ま で仮番号





の掘削範囲は、 1辺が約 lmの方形で、深さは約 lmでぁる。地中線路の埋設では幅約0.5m、 深さ約0.5mが掘
削された。現況が道路であり、重機でアスファル トや砕石を取 り除 く必要があることから、調査は全て工事時の
立ち会いとし、手掘 りによる調査は行っていない。
西区では、 2基のハンドホール埋設部分と、それらを結ぶ地中線路掘削部が調査対象となった。東側ハンドホ




東側に位置する外灯 1～ 3では、アスファル トを剣 ぐと、握 り拳大の円礫を非常に多 く含む盛上が厚さ約60cm
あり、その直下が遺物を含まない責白色粘上の地山となる。
外灯 4か ら西では、円礫を多 く含む盛土と地山との間に、炭化物を多 く含む暗褐色のシル トが約20～30cmの 厚
さで認められた。この層にはレンガや瓦が含まれているが、外灯 6に おいて、この層の下からコンクリー トの基






















































Fig.9 View of NM15
第Ⅲ章 青葉山遺跡 E地点第 3次調査 (AOE3)







最も古い青葉山段丘の標高は、約100m～ 212mを 測 り、南西部の最も高い面から北東へ順に4段の面がある。













で、仙台市内では初めて旧石器時代の遺跡が発見されたことによる(青葉山遺跡A、 B、 C、 D地点)。 昭和55年、
56年には青葉山の南側の丘陵地で、山田上ノ台遺跡、北前遺跡の調査が仙台市教育委員会により行われ、あいつ
いで前期旧石器が発見された (佐藤洋・斎野裕彦編1982、 主浜光朗編1987)。 青葉山の東北大学構内でも、昭和59
年に、附属図書館北青葉山分館の建設に伴い、青葉山遺跡B地点の調査が行われ、前期旧石器 と後期旧石器が層







































名取川流域では、下ノ内浦遺跡から日計式押型文土器 とそれにともなう竪穴住居跡 2棟、土坑 7基が発見され、
早期前半から沖積地の自然堤防上に集落が営まれていたことが確認された(吉岡恭平編1996)。 早期後葉には遺跡
数が急激に増え、末葉にかけてさらに増加の傾向をみせる。この地域では、青葉山遺跡E地点以外に、上ノ原山
遺跡 (主浜1995)、 川添東遺跡 (主浜ほか1997)で早期後葉の住居跡が発見されている。また、北前遺跡からは、
縄文条痕文土器に伴って早期末葉の住居跡が 8棟検出されている (佐藤・斎野編前掲)。 住居跡以外では、下ノ内
浦遺跡、上ノ原山遺跡で、陥し穴状遺構が発見されている。いずれも住居跡に比較的近接した場所で見つかつて
おり、早期の集落のあり方や狩猟方法を考える上で注目される。




への過渡期にある土器群が明らかにされている (土岐山武1982、 丹羽茂1982)。 明神裏遺跡では、無文土器 (明神





Fig 10 Distribution of sites belonging to the lnitial JomOn period around Sendai Bay
21-22
表 2 仙台湾周辺の縄文時代早期遺跡地名表(1)
Tab 2 List of sites belonging to he lnitial Jomon periOd around Sendai Bay11)
※遺跡番号は遺跡地図 (図 10)に 対応する




4 東沢A 黒川郡冨谷町富谷字東沢 ○






lI 郷楽 冨城都利府町森郷字郷楽 O
12 高松貝塚 桃生郡鳴瀬町高松字日照沢 ○
13 金山只塚 桃生郡鳴瀬町野赤字亀岡 ○
[4 新富山買塚 宮城郡松島町松島字垣ノ内 ○
野々島貝塚 塩釜市瀬戸野々島字平和田囲 ○
船入島貝塚 塩釜市浦戸船入島 埋葬人骨 1体 (IV期 )
吉田浜貝塚 宮城郡七ケ浜町吉田浜字前浜 ○ ① ○
紫 山 仙台市泉区高森 1丁目 ○
住 吉 仙台市泉区南光台東 3丁 目 ○
蒲沢山 仙台市青葉区赤坂 2・ 3丁 目 ○
畑前 B 仙台市青葉区芋沢字畑前
坊主門 仙台市青葉区荒巻字坊主 Pヨ
青葉山E 仙台市青葉区荒巻字青葉 〇 本報告
戸ノロ 仙台市太白区三神峯 1丁 目・ 西の平 1丁 目 ○
富沢 仙台市太白区富沢 1丁目ほか ○ ○
下 ノ内浦 仙台市大白区長町南 4丁 目 〇 住居跡 2、 陥 し穴状土坑 (I期 )
山 口 仙台市太自区富沢 1丁 目 ○
一削 仙台市太自区山田字北前 ○ ○ 住居跡 8、 土坑10(Ⅳ期 )
山田上 ノ台 仙台市太白区山田上ノ台 ○ ○ ○
梨野A lJI台市太白区茂庭字大堤 〇 上坑 2、 ピット3(IV期 )
嶺山 B 仙台市太 自区茂庭字嶺山 ○
上ノ原山 仙台市太自区茂庭字上ノ原山 ○ ○ 住居跡 2(1■ orⅣ期)、 陥し穴状上坑 (Ⅳ期 )
西前 仙台市太自区茂庭字門野 O








42 下原 柴田郡川崎町小野字下原 ○ 〇 O
中沢 柴田郡川崎町川内字中沢 ○













戸の内脇 刈田郡蔵工町塩沢字戸の内脇・ 字荒町 ① ①
天 王
大 山 刈田郡蔵王町塩沢字大山 ○




手代木 X」 田郡蔵王町円田字手代本 ○







イヽ野入 刈田郡蔵王町曲竹字小野入 ① ○ ①
鍛冶沢 XU田郡蔵王町曲竹掌鍛冶沢・掌音ノキク
鍛冶沢北 刈田郡蔵王町曲竹字丸沢山 ① O ○
逆サH 刈田郡蔵王町曲竹字小原





明神裏 Xl田郡蔵王町宮字明神裏 O ○ ○
馬場北 刈田郡蔵王町宮字馬場・字明神脇
大鹿野 自石市福岡深谷字大鹿野 ○ ○ ○
植日前 自石市福岡深谷字植田前 ○ ○ ○
蓑 毛 白石市福岡深谷字蓑毛 ①
高野 白石市福岡深谷字高野 ○




今熊野 名取市高舘川上字南台・ 字北台・ 字鴻ノ巣 ○
小豆島貝塚 名取市愛島小豆島字大木戸 ○
宇賀崎貝塚 名取市愛島笠島字宇賀崎 O ○ ○
北 原 岩沼市長岡字ゴヒ原・三色吉字杉の内 ○
杉の内 岩沼市三色吉字杉の内 ○
畑堤上貝塚 岩沼市北長谷字畑堤上
上川名貝塚 柴田郡柴田町上川名字上廻 り戸・字新蔵田 ①
中居貝塚 柴田郡柴田町入間田字中居 ○
金谷員塚 柴田郡柴田町入間田字金谷前 ○






土浮貝塚 角田市小坂字土浮・ 字熊野前 ○
表3 仙台湾周辺の縄文時代早期遺跡地名表(2)
Tab.3 List of sites belonging to the lnitial Jomon period around Sendai Bay(2)
※遺跡番号は遺跡地図 (図 10)に 対応する
※表中の早期の時期区分は以下の通 りである。
1期 (押型文系土器期 )
H期 (貝殻沈線文系土器期 ):「素山 1式」・「明神裏Ⅲ式」。「大寺式」などに相当
HI期 (貝殻条痕文系土器期 ):「槻木 lJの新 しい部分 。「素山 2式 Jの古い部分などに相当
Ⅳ期 (縄文条痕文系上器期):「素山 2式」の新 しい部分・「梨木畑式」。「船入島下層式」などに相当



















調査は工事日程の都合から標本館建物本体部分 と周辺整備部分 とに分けて行うこととなり、前者を 1期、後者
を2期 として前者から着手した。 1期調査区は北半のA～ P-1～ 7区 とA～ J-8～ 10区、 2期調査区はそれ
以南である。
1994年 3月 17日 から基準点設置、機材搬入などを開始し、北辺の道路の方向に合わせて 3mのグリッドを設定
した。表土 (盛土)を重機で除去したのち、遺物包含層の 2層から手掘 りで調査を進めた。 2層の遺物を取 り上
げる際には、分布の傾向を把握するためすべて出上位置 と標高を記録した。2層 を掘 り下げつつ遺構確認を行い、
ほとんどは3層上面で確認した。A～H列の南東部は既に削平が及んで 1段低 くなっており、遺構 。遺物の残存
が認められなかった。この範囲についてのみ平板を用いて100分の 1平面図を作成した他は、調査区断面図、遺構





になってP列 まで拡張することになった。 2期調査区では当初からP列 まで調査対象としたが、断面図を両調査
区でつなげるため0。 P列間にベル トを残した。さらに10月 には標本館本体に暖房管をつなぐ工事が必要となっ




調査を進めると、 1期調査部分で、2000点 を超える縄文時代早期の遺物 と、宮城県内でも例の少ない当時の住
居跡 2棟が検出されたため、6月 ■日には現地説明会を開催して一般公開し、天候にも恵まれて106名 の参加を得
た。 6月後半には 2期調査区に着手した。 7月初めには 1期調査区で標本館建物の建設が本格的に始められ、す
ぐ北側で工事の行われるなかでの調査となった。また、 8月 からは川内北地区での課外活動施設新営に伴う調査
(BK4本調査初年度)が開始されて 2現場並行することになり、調査員 2人から1人の体制 となった。そのた
め調査の遅れが,b配 されたが、 2期調査区は遺構 。遺物の分布 もまばらであったため、作業員を増員することで
効率をあげるよう努力し、10月 24日 にはすべての調査を終えた。
Fig.1l Location of AOE3
A()E31.e the third excavation of Aobayama site Loc.E
A()E21.e.the second excavation of Aobayama site Loc E








B地点の調査 (年報 2)や、同じく南西へ約300m離 れた、大型計算機センター建設に伴う試掘調査では、盛上の
なかから、江戸時代の遺物が少量ではあるが発見されており、盛上の一部は、仙台城二の丸跡にあたる川内地区
からの客上であると考えられる。旧表上の上面からは、大学が移転する前にこの地に存在した開拓農家に伴う溝
跡やゴミ穴などが見つかっている。また、平成 8年度に実施 した第 6次調査 (未報告)では、本調査地点の西側
隣接地の旧表土面から、戦前の第二師団工兵隊が野戦演習に使ったと考えられる菫壕や、開拓農家で飼われてい
たと考えられるヤギの墓坑なども見つかっている。
2層および 2層下部 としたものが、縄文時代早期や晩期の遺物、土師器を含む遺物包含層である。 2層は、主









められる。 5層 までの堆積は、基本的に青葉山遺跡B地点と変わらないが、 6層以下の堆積状況は、B地点に比
べ非常に悪 く、B地点で確認された愛島パ ミスは確認されなかった。
本地点では、 3層以下で旧石器は発見されなかったが、隣接地では、これまでに旧石器時代の遺構、遺物が層
位的に検出されている。 3層上面では、B地点で晩期旧石器が 3点検出されている(年報 2)。 3層下部から4層
上面では、E地点の第 5次調査で、石刃技法の発達した石器が10点出土している(未報告)。 B地点の 5層上面か
らも、縦長の剣片を素材 とした後期旧石器時代初頭の石器20点が出土している(年報 2)。 また、E地点の第 1次
調査では、 5層上面 と6層上面で、陥し穴状の遺構が 4基検出されている。E地点の第 5次調査では、川崎スコ
リア層と愛島パ ミスに挟まれた層序から、斜軸尖頭器を含む中期旧石器が出土している(未報告)。 さらにB地点























2層 10YR3/4暗 褐色 シル ト 2層下部に由来するgtl上がまだらに混じる 径 2mmE度 の炭化物や焼土粒を含む 遺物包含層
2層下部 10YR4/6褐色 ンル ト 黄褐色シル トがまだらに混じる 径 2～ 10画の炭化物や焼土粒を含む 遺物包含層
3層 10YR6/8～ 5/8明 黄褐色～黄褐色 シル ト 径10mm程 度のオヽ礫を少量含む
4層 10YR6/4に ぶい黄褐色 粘土質シル ト 3層に比べしまりが良く、白っぽい
5層 10YR5/4に ぶい黄褐色 粘土質シル ト 上面に川崎スコリアのプロックが認められる
6a層  10YR5/6黄 褐色 粘土質シル ト
6b層  10YR5/6黄 褐色 粘土質シル ト 径 3噸以下の砂粒を多量に含む
6C層  6b層 にくらべ黄色みがややつよくしまりが悪い 他は6b層 に同じ
7層 7 5YR5/8明褐色 シル ト～砂質シル ト ー部に8層 に由来する砂礫がプロック状に認められ、部位による変異が大きい マンガン粒を多く含む
7a層  10YR6/8明 黄褐色 粘土質シル ト 径 5剛以下のマンガン粒をまんべんなく含む 下部は7b層 に近 く赤みが強まる
7b層  10YR5/8黄 褐色 砂質シル ト 7a層 よりも赤みが強い 部分的にマンガン粒の集中が認められる
8層 礫層 握 り挙大の円礫を多量に合む 上面の四凸が著しい
図12 青葉山遺跡E地点第 3次調査断面図(1)調査区北壁








































図13 青葉山遺跡 E地点第 3次調査断面図12)OP列 間南北ベル ト東壁



















【1号竪穴住居跡】 (図 15、 図版 3)
E～ G-4・ 5区において、 3層上面から掘 り込まれた竪穴住居跡を確認した。この竪穴住居跡の平面形は、





ト1～ 6は壁にかかる位置に掘られている。ピット2、 8、 9、 5は、住居跡の中央やや南寄 りを東西にほぼ一
直線に列ぶ。また、ピット2、 ピット5の北側には、各々対になると考えられるピット1、 ピット6が存在し、
ピット1と 6を結んだラインは、ピット2、 8、 9、 5を結ぶラインとほぼ平行となる。本住居は、この 2列の
柱列を基本的な骨組みとし、さらにピット7、 3、 4と いった壁際に位置する柱で支えられていたと考えられる。
なお、本住居からは炉跡や壁溝、建て替えの痕跡は発見されていない。
本住居跡の埋土は、大きく上下 2層 に分けられた。下層の埋± lb層は、壁際の堆積上で、住居跡の中央部や
斜面の下方にあたる東壁付近には認められない。埋土上層のla層 は、浅い窪みとなった住居跡をほぼ完全に覆っ
ており、住居跡の中央部に最も厚く堆積している。
本住居跡の床面および覆土中からは、縄文土器104点、石器72点が出土している (図38・ 51・ 52、 図版 8・ 22・
23)。 これらの出土遺物から、本住居跡の年代は、縄文時代早期後葉 と判断される。
【2号竪穴住居跡】 (図 16、 図版 4・ 5)
F～H-2・ 3区において、 3層上面から掘 り込まれた竪穴住居跡を確認した。この竪穴住居跡の北側は道路
により既に削平されており、中央部も暖房管により1.5mの幅で東西方向に大きく破壊されていた。そのため、住
居跡の平面形は必ずしも明確にし得なかったが、本来、南東一北西方向に長い隅丸長方形であったと判断される。
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図15 青葉山遺跡 E地点第 3次調査 1号竪穴住居跡
Fig工5 Plan and sections of pit dwening l at AOE3
ピット筋  ③
ピット21       ピッ下25
純ゃめ削 丸
…6































――        一- 150 5rn
ピット9
埋± 10YR4/4 褐色 粘質シルト
黄色ローム粒子と炭イヒ物を含む
D        D′
引      卜 1510m
ピット3ピ ット4
Jピ ット10J′




Fピ ット6F′       Gピ ット7G′
引  卜 151_Om    引  卜 1510m
y          、 /
明黄褐色粘土質ンルト粒子と炭催物を少量含む
埋■2層 7 5MM/4 褐色 粘土質シルト
明黄掲色シルトノロックと炭化物を含む
埋±3層  10YR4/6 褐色 ンルト
黄褐色シルトアロックと炭イヒ物を含む
4L4層 10YR5/8黄褐色 シ,レ ト
掲色シルトを理快に含む
Hピ ット8H′
















引    卜 151,Om
ピッ品
RプV~m5mピッ冨
埋■ 10YR3/4 にぶい責褐色 粘質シルト 理十 in
-1505m ―  -1505m    ―  -1505m   ―   _1505m











埋± 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘買シルト
4
爛とゝ伊甥雛粉を齋
黄色ロー 粘子 炭化物を含    黄色ロー 粒子 脚思物を含    黄色コー 粒子 則ヒ物を含    責色ロー 粒子 炭化物を含む
毛どドツト撃亀lnm Mツ ト洋性Om
一  -1505m   ―   -1505m   一   -1505m 呉 1505m
Kピ ット■ K′
引   卜 1510m
埋± 10YR4/4 褐色 粘質シルト 埋± 10YR4/4 褐色 粘質シルト 埋± 10YR4/4 褐色 シルト   埋■ 10YR4/4 褐色 シルト
黄色ローム粒子と脚ヒ物を含む   黄色ローム粒子と炭化物を含む   黄色ローム粒子を多く合む     黄色ローム粒子を多く含
マ
ピットH ビット14
図16 青葉山遺跡 E地点第 3次調査 2号竪穴住居跡
Fig.16 Plan and sections of pit dwening 2 at AOE3
10YR4 髄     址  10YR4/4 髄  シルト
む     台
本住居跡の壁の立ち上がりは、約30cm前後を測る。本住居の床面の中央部には、直径約 2m、 深さ10cm程度の
浅い窪みがある。この窪みの底面は平坦で、東よりの位置には、柱穴と考えられるピットが 4基 (ピ ット1～ 4)
検出された。柱穴 と考えられるピットは、他に、この窪みの北側に接する場所と、住居跡の東壁に沿って検出さ
れたが、中央の窪みより西側では検出されなかった。また、本住居跡の北壁際で検出されたピット12か らは、442





本住居跡の埋土は、 4層に細分できたが、埋± 3層 と4層は壁際の堆積上であり、住居跡を大きく覆う層とし
ては、埋± 1層 と2層の 2枚である。
本住居跡からは、縄文土器160点、石器1400点 が出上している (図36・ 37・ 53・ 54、 図版 8。 9・ 24・ 25)。 出
土した石器のうち、173点が床面、442点 は床面のピット12に 集中しており、本住居内で石英安山岩を素材 とした
石器製作が行われた可能性は非常に高い。また、本住居跡の埋± 2層からは、底部を除きほぼ全体像を窺い知る




の10基である (図 17・ 18、 図版 6・ 7)。
【1号土坑】
I-7・ 8区で検出された。長軸約 2m、 短軸約1.5mの精円形を呈し、3層上面からの深さは約30cmである。









































7 5YR4/4 褐色 砂質シルト

















埋± 1層 10YR4/3 にぶい責褐色 シルト
埋±2層 10YR5/8 黄褐色 シル ト
径2～ 10m lの責白色の円礫を比較的多く含む
埋±3層 10YR5/8 黄褐色 シル ト
























図17 青葉山遺跡 E地点第 3次調査 1、 4、 6号土坑









埋± 1層  10YR4/6 褐色 シルト
明黄褐色シルトと径2H al程 度の炭化物をわずかに合む
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埋± 1層 5YR3/2 暗赤褐色 シルト
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埋± 1層 10YR3/4 暗褐色 シル ト
褐色シルトブロックと径ln m以下の炭化物を含む
埋± 2層 10YR4/6 褐色 シルト
径la l以下の炭化物を少量含む
図18 青葉山遺跡 E地点第 3次調査 10、
Fig.18 Plans and sections Of pit lo,15,
15、 25、 30号土坑














前述の通 リピットの多 くは、 7列以北の調査区北側で発見されている。 8列以南では、0・ N-10区 とP-12
区付近にそれぞれ数基みられる程度である。後述するように、包含層の遺物の密度は、 7列以北の調査区北側で
高 く、ピットと遺物の分布はほぼ重なり合う関係にある。 7列以北で検出された88基のピットの分布を詳細に検












岡の松田遺跡 (丹羽茂1982、 土岐山武1982)で 3棟、仙台市太白区富沢南の下ノ内浦遺跡 (吉岡恭平編1988)で
2棟検出されている。松田遺跡の竪穴住居跡は、 2棟が隅丸長方形を、 1棟は隅丸方形を呈する。隅丸長方形の
住居は、大きい方が長軸4.8m、 短軸4.4mで、小さなものは長軸4.75m、 短軸3.2mを測る。隅丸方形の住居は 1
辺が約3.5mで ぁる。いずれも住居内部に明確な炉跡を持たない。3棟の住居跡のうち、明確な柱穴が検出された
のは 1棟のみである。 2棟の住居跡の床面に石皿が残されていた点や、住居跡以外に竪穴状遺構 3基が検出され




















棟、川添東遺跡に 1棟存在する。上ノ原山遺跡の住居跡はいずれも隅丸長方形を呈し、 1棟は長軸約 3m、 短軸












調査時には、表土 (1層 )お よび撹乱出上のものを除き、 2層以下で出上した遺物については、出上位置を記
録した。出上位置を記録した包含層出土遺物の点数は、 2層で縄文土器307点、石器106点、 2層下部で縄文土器
1373点、石器 1477点 土師器 1点であり、遺構からは縄文土器287点、石器853点 が出上している。この他に、 2層
下部には近代の磁器 2点、近代の硬質陶器 1点、 2層 には近世以降の可能性が高い土製品 1点がそれぞれ混入し
ていた。人工遺物以外では、大きめの礫についても出土位置の言己録を採っており、2層で 7点、2層下部で36点、
遺構で23点 を数える。後述するように、 2層、 2層下部から出土した遺物 と、それらに覆われた遺構出上の遺物
とでは、時間差を想定すべきような違いは認められない。 2層、 2層下部 ともに、広い意味での遺物包含層には
違いないが、ともに遺物の捨て場の堆積層のようなものではなく、 2層、 2層下部が形成される過程で、本来 3




本調査終了後、西側隣接地を平成 6～ 8年度に調査しており(青葉山遺跡E地点第 4～ 6次調査)、 個々の遺物の
出上位置については、それらの報告を行うなかで改めて検討を行い、遺跡全体の空間利用を考える材料としたい。
2層 自体調査区の北側に厚 く堆積し、南側にはほとんど存在しないため、 2層の土器や石器の出土も北側に偏




ち、 2層下部の土器は、L～N-4・ 5区 とG～ I-5区付近で最も多 く出土しているのに対して、石器の場合、
より東側のF-2～ 4区付近への集中が顕著である。 3層上面で検出された遺構 と重ね合わせてみた場合、前者
はピットの集中域に、後者は 2棟の竪穴住居跡とほぼ重なり合う。
次ぎに遺構の遺物出土量について検討を行う(図 21)。 遺構に関しては、住居跡から最も多 く出土している点で
は、土器と石器は共通しているが、詳細にみた場合、両者の分布には違いも認められる。すなわち、土器は、住

































































































2層  縄文土器 (307点 )          Om




十 十 十 +
図19 青葉山遺跡 E地点第 3次調査グ リッド別遺物密度図(1)
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十 十 十 +
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11～20点
0               1om
2層下部 石器 (408点)―
十 十 十 +
図20 青葉山遺跡 E地点第 3次調査グリッド別遺物密度図(2)






































































































































遺構 縄文土器 (287点 )
■～100点
1～ 10点
十   十







Fig.21 Density of reFnainS at AOE3(3)
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かに時期の異なる土器とともに、諸属性の観察を行った (表 4～ 7)。 観察した属性は、資料の実態を考慮して、
部位、口縁部の端面 (断面)形態、日縁部の (平面)形態、内外面の器面調整、文様、胎土、器厚、炭化物付着
の有無の以上 8項目である。さらに、これら262点の抽出資料のなかから、細片を除 く128点 に関して、図化と写













底を基調としており、尖底のものは存在しない (図36-2・ 3・ 4・ 6・ 7)。
【口縁部端面 (断面)形態】
口縁部の端面 (断面)形態は、 7類型に分類できた (図22)。 最も多いものは、端面が外側から内側に向かって
直線的に削がれるもの (1類)で、各層を通じて、全体の約半数を占めている (図 25)。 次いで、 1類同様内削ぎ
ではあるが端面がカーブを描 く2類、端面が丸みを帯びる3類、端面が平坦に仕上げられる4類が多く、これら
1類～ 4類 までで、全体の 8割から9割を占めている。
【口縁部装飾】
口縁部の装飾は、A類 (平坦口縁)、 B類 (小波状口縁)、 C類 (大波状口縁)、 D類 (突起)の大別 4類型、細
別では 9類型に分類できた (図 23)。 層により若干のばらつきは認められるものの、平坦口縁 (A類 )と 、小波状
口縁のうち口唇部外面側のみを口縁に直行する方向で刻むもの (Ba類)が、それぞれ全体の 3割～ 5割を占め












図22 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器の口縁部断面形態




















図23 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器の口縁部装飾類型






















せを重視した分類を行った (図 24)。 即ち、文様要素の組み合わせを重視した場合、出土土器の文様は、沈線のみ
で文様を描 くもの (A類 )、 沈線による区画内に連続刺突文を充填するもの (B類 )、 沈線に連続刺突文を沿わせ
るもの (C類 )、 沈線を使わず連続刺突文自体で意匠を描 くもの (D類 )、 無文 (E類)の 5種類に大別できるc
沈線のみで文様を描 くもの (A類)の意匠は、斜格子 (Aa類 :図版16-1)と 、方形または菱形を基調とし
た複雑な意匠 (Ab類)と が認められる。沈線による区画内に連続刺突文を充填するもの (B類)の意匠は、区
画沈線が縦横の方形を基調 とするもの (Ba類 :図版16-2)と 、区画沈線が斜めで菱形や三角形を基調とする
もの (Bb類 :図版16-3)の 2種類が確認できる。沈線に連続刺突文を沿わせるもの (C類 :図版16-4)で
は、沈線が斜めのものが目立つ。沈線を使わず連続刺突文自体で意匠を描 くもの (D類)には、刺突を横一線に
並べるもの (Da類 :図版16-6・ 7)と 、連続する刺突列で方形あるいは菱形を基調とする意匠が形成される
















施文手法を具体的に復元可能な資料は、2号竪穴住居跡埋± 2層から出上したNo242の 上器 (図36-1、 図版 9)
のみである。そこで次に、この上器の具体的な施文手法について述べる(図 35)。 器形の項で既に触れた通 り、こ
の上器の回縁部は10角形を呈しており、口縁部の文様帯は10面から構成されている。この土器は、口縁部文様帯
には、刺突が充填された菱形の沈線区画と、斜めの沈線に平行する連続刺突列 (押 し引き)が認められる。 2段






























図24 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器の文様類型
Fig.24 Design variations Of pottery from AOE3
具によるナデが少量認められる。層位別に見た場合、内外面 ともに、下層 (遺構)ほ ど貝殻条痕の比率が高 く、

































風倒木跡 8か ら乳房状の尖底土器の底部破片が 1点出土している (No262)。 胎土には繊維を含まず、外面は明
るい淡橙色、内面は灰褐色を呈し、焼成は良好である。貝殻条痕は内外面 とも認められない。尖った小さめの底
部から体部への立ち上がりは比較的緩やかで、外側に向かって大きく開く形態を呈する。このような特徴の底部






















Fig.29Hおtogratt of modity‐ variations on he inside of pottery fЮ m AOE3点









Fig 31 Histograms of paste‐ variaions of pottery仕 om AOE3
※1層、撹乱等含む
図26青葉山遺跡E地点第3次調査出土土器口縁部装飾類型の層位別出現頻度
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全て※  臨:類塩鷲:霊寸   ・0





















49          11   17    15  425 7                            29
※1層、撹乱等含む
青葉山遺跡E地点第3次調査出土土器回縁部断面形態の層位別出現頻度
Fig.25 Histograms of rim profiles of pottery from AOE3
00%
※ 1層、撹乱等含む ※ 1層、撹者と等含む
図27青葉山遺跡E地点第3次調査出土土器口縁部文様類型の層位別出現頻度  図28 青葉山遺跡E地点第3次調査出土土器体部屈曲部文様類型の層位別出現頻度
Fig.27 Htttograms Of dedgn‐ lTariations On rim of pottery ttom AO醐 F感 28 Histograms of design‐ va�atiott on turnning pttnt of bott of potttry行 om AOE3
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口縁部装飾Ba類  1類 口縁部装飾Bb類  1類
口縁部装飾Cb類  1類
口縁部装飾 A Ba Bb Bc Bd Ca Cb Cc D 不明
端面形 1類 1 1 0 l l 0 2
端面形 2類 1 0 0 0 0 0
端面形 3類 1 0 0 4 1 I 1 1
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端面形 6類 1 0 0 0 0 0 1 0
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5蓼顕
図33 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器の回縁部装飾 と端面形状 との関係
Fig.33 Relationship bet、veen decolation of lip and rim profile of pottery from AOE3
文様Db類
文様Bb類 文様Da類
図34 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器の口縁部文様 と端面形状 との関係
Fig.34 Relationship between design and rim profile of pottery frona AOE3
文様類型 Aa Ab A不明 Ba Bb Da Db D不明 有文不明 無文
端面形 1類 2 ユ 2 2 3 2 0 0
端面形 2類 0 0 0 0 1 0 0
端面形 3類 l 0 0 1 0 2 0 0
端面形 4類 0 1 0 1 1 2 0 1 8
端面形 5類 0 0 0 0 l 0 0 3
端面形 6類 0 0 0 1 1 0 0
端面形 7類 1 0 0 0 0 0 4







図35 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出上土器の施文手法
Fig.35 Design‐ techniques of pottery from AOE3
④ 晩期の上器 (図40-13・ 14、 図44-■ )
2層から2点、 2層下部から1点、合計 3点、外面に回転縄文を施文した破片が出土している。縄文原体はい
ずれも単節のLR縄文であり、回転方向には違いが認められるものの、深鉢の体部破片と考えられる。今回の調








Fig 36 Pottery from AOE3(1)
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Fig 37 Pottery from AOE3(2)
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図40 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出上土器(51
Fig.40 Pottery from AOE3(5)
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図44 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器(9)
Fig.44 Pottery from AOE3(9)
(143)  11(内 )
0             5 cm
l～■ 2層下部
表 4 青葉山遺跡 E地点第
Tab,4 Attttbute■ st Of
3次調査出土土器観察表(1)
pottery frOm AOE3(1)
番 号 地区・ 遺構 層 位 部 位 端 面 形 口縁形熊 器 面 調 整 文 様 炭化物 器  厚 胎  土 備 考 図 図雁
1 不 明 不 明 口縁部 1 内N・ 外N A 2 15
2 不 明 不 明 口縁部 3 Ca 内不・外不 55 2
3 不 明 不 明 口縁部 Ba 内不・外不 65 1
4 不 明 不 明 回縁部 ユ 不明 内N・ 外不 2
5 不 明 不 明 口縁部 3 不明 内 S 外不 1
6 不 明 不 明 体 部 不明 不 明 内不 外 N Aa 110 2 15
7 不 明 不 明 体部 不明 不明 内 S・ 外 S B 75 2 15
8 不 明 不 明 体部 不明 不明 内 S,外 S 有 り不明 3
9 撹乱 (M3区 ) 口縁部 Ba 内 N 外 N 70 1
10 撹乱 (M3区 ) 体部屈曲部 不明 不明 内 S・ 外 S 75 1 を5
11 撹乱 (Kl区 ) 体部屈曲部 不 明 不明 内 S,外 S Da 2 15
12 撹乱 (M3区 ) 体部屈曲部 不明 不明 内 N 外 S E 2
撹乱 (M3区 ) 口縁部 1 Ba 内 S・夕にS 75 3
撹乱 (M3区 ) 体 部 不明 不明 内不・外不 B 2
撹乱 (M3区 ) 底部 不明 不明 内 S・タトS 70 1
不 明 1層 口縁部 不明 D 内 S・ 外 S 3 15
17 L7区 1層 日縁部 1 内 S 外 S 70 ユ 15
E4区 1層 口縁部 3 内 S・ 外 S 15
不 明 1層 体部屈曲部 不明 不明 内 S・ 外 N E 1 15
不 明 1層 体部屈曲部 不明 不明 内N・ 外N Da 2 16
N5区 1層 体部 不 明 不 明 内不・外不 有 り不明 75 2
N4区 1層 体部 不 明 不 明 内 S,外 S 1
J2区 2層 口縁部 A 内 S・ 外 S 85 2 14
F3区 2層 回縁部 1 内 S・ 外 S 2 14
02区 2層 口縁部 4 Ca 内N・ 外 S 75 1
K9区 2層 口縁部 1 A 内S・ 外 S 70 2 14
M8区 2層 曰縁部 1 内 S・ 外 N Ab 95 1
C3区 2層 日縁部 Ba 内 N・ 外 N Db 70 2
N5区 2層 日縁部 3 不 明 内 S・ 外 S 75 2
F4区 2層 日縁部 2 内 S・ 外 S 80 補修孔
L5区 2層 日縁部 7 BC 内不・ 外N Aa 85 2
し9区 2層 日縁部 1 A 内不・外 S 80 1
C3区 2層 口縁部 3 A 内不・外不 60 2
K8区 2層 口縁部 2 A 内N・ 外N 75 1
F2区 2層 回縁部 1 内不・外不 45 3
不明 2層 口縁部 1 内 S・ 外不 70 2
不明 2層 口縁部 1 内 S・ 外 S 80 1
N5区 2層 体部屈曲部 不 明 不 明 内S,タトS Db 85 1
C3医 2層 体 部 不 明 不 明 内N・ 外不 LR縄文 100 3 晩期
P2区 2層 体部屈曲部 不 明 不 明 内 S・ 外 S 90 1
N4区 2層 体部屈曲部 不 明 不 明 内 S'外 S Da 80 1 1
03区 2層 体部屈曲部 不 明 不 明 内 S・ 外 S Da 1
03区 2層 体部屈曲部 不 明 不 明 内 S ,外 S Da 80 l
P2区 2層 体 部 不 明 不 明 内 N・ 外不 LR縄文 内面 55 3 晩期
02区 2層 体 部 不 明 不 明 内 N・ 外 N 有 り不明 75 2
F2区 2層 体 部 不明 不 明 内不・外不 75 1
L8区 2層 体部屈曲部 不 明 不 明 内S・ タトS Da 75 1
M4区 2層 体部 不 明 不 明 内 S,外 S Da 75 3
N4区 2層 体部屈曲部 不明 不 甥 内不・外不 Da 70 1
C3区 2層 体謬屈曲部 不明 不明 内不 外 S Da 75 2
D3区 2層 体部 不明 不明 内 S,外不 有 り不明 75 1
F4区 2層 体 部 不明 不明 内不・外不 有 り不明 不明 2
53 N2区 2層 体部屈曲部 不明 不明 内不・外不 有 り不明 70 1
N6区 2層 体 部 不明 不明 内不・外不 有 り不明 60 2
02区 2層 体部屈曲部 不明 不明 内 S 外不 80 1
F3区 2層 体部屈曲部 不明 不 明 内 S ・外 S I
57 05区 2層 体部屈曲部 不明 不明 内 S 75 2
02区 2層 体部屈曲部 不明 不明 内不・ 外不 有 り不明 85 2
3区 2層 体 部 不明 不明 内 S,外不 75 2
K9区 2層 体 部 不明 不明 内不・外不 有 り不明 80 2
N6区 2層 体 部 不明 不明 内 S ・外 S Db 70 1
02区 2層 体部屈曲部 不明 不明 内 S ・外 S 90 2
」6区 2層 底 部 不明 不明 内 N・ 外不 不明 3
F3区 2層 底 部 不明 不明 内不 '外不 不明 2
G4区 2層下部 口縁部 3 内 S 外 N 70 2 10
9区 2層下部 日縁部 ユ 内 S・タトN 95 1 10
M5区 2層下部 日縁部 1 内N・ 外 N 70 2
15区 2層下部 日縁部 3 CC 肉 S・タトS 70 1 10
12区 2層下部 口縁部 内N,外 S 3 10
17区 2層下部 口縁部 I 内N・ 外 S 2 10
P3区 2層下部 口縁部 不明 内不・外 N 不 明 2
K5区 2層下部 口縁部 3 内 S・ 外 S 2 10
F5区 2層下部 口縁部 不明 不明 内 S・ 外N Db 1 10
M7区 2層下部 口縁部 1 内 S 。外 S 1 10
H5区 2層下部 口縁部 4 内 S・ 外N 60 1 10
表 5青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器観察表(3
Tab 5 Attribute list of pOttery frOm AOE3(2)
番 号 地区 。遺構 層 位 部 位 喘 面 形 |口 縁形態 器 面 調 整 文 様 炭化物 器  厚 胎  土 備 考 図 図版
G5区 2層下部 口縁部 1 Ba 内 S 外 S 80 2
77 H3区 2層下部 口縁部 3 Ba 内 S'外N 2 1]
G5区 2層下部 口縁部 3 内S・ 外 N 70 2
79 G5区 2層下部 口縁部 1 Ba 内 S,外N 95 2 41
G5医 2層下部 口縁部 6 CC 内不・外不 80 3
F4区 2層下部 回縁部 1 A 内N・ 外 S 75 ユ
02区 2層下部 口縁部 1 Ba 内N・ 外 S 80 2
G2区 2層下部 日縁部 不明 不 明 内 S,外 S D 70 1
〔2区 2層下部 口縁部 1 Ba 内 S・ 外 S Db 70 ユ
[9区 2層下部 口縁部 6 A 内不・外不 D 90 3
N4区 2層下部 口縁部 5 BC 内 S・ 外 N 80
87 L10区 2層下部 口縁部 3 A 内 S・ 外不 2
G4区 2層下部 口縁部 1 A 内N・ 外 N 2
K6区 2層下部 日縁～体部 I Ba 内 S・ 外 S 80 1
M4区 2層下部 口縁部 2 Ba 内 S,外 S Dも 65 1
02区 2層下部 回縁部 Ba 内S・ タトS 75 1
K4区 2層下部 口縁部 5 A 内N・ 外 N 10 0 2
G5区 2層下部 口縁部 1 Ba 内 S '外 S
P18区 2層下部 口縁部 7 Ba 内 S・ 外 S 3 12
K4区 2層下部 口縁部 1 A 内 S・ 外 N 80 2
M4区 2層下部 口縁部 1 Ba 内 S・ 外 N Db 1
97 G5区 2層下部 口縁部 4 Ba 内S・ 外 S 70 1 12
02区 2層下部 口縁部 Cb 内S・ タトS 85 1 12
P2区 2層下部 口縁部 不明 内 S・ 外 S A 85 12
M4区 2層下部 口縁部 2 Ba 内 S・ 外 S 75 1
05区 2層下部 口縁部 2 Ba 内 S,外 S 70 1
K6区 2層下部 口縁部 1 内N・ 外 N 65 1
K3区 2層下部 口縁部 1 Ba 内不・外不 90 2
M6区 2層下部 口縁部 Ba 内N・ 外 S 65 2
K6区 2層下部 口縁部 3 A 内N・ 外N 80 ゼ
[4区 2層下部 口縁部 3 A 内 S,外 S 90 3
H7区 2層下部 口縁部 1 不 明 内 N '外 S 70 2
03区 2層下部 口縁部 3 不明 内 S・ 外 S 95 2
し5区 2層下部 口縁部 1 内 S,外 S 80 2
14区 2層下部 口縁部 2 内S,外 S 70 1
H5区 2層下部 口縁部 7 内不・外 N 70 2
14区 2層下部 口縁部 1 内N・ 外不 60 2
F3区 2層下部 口縁部 不明 内不・外不 65 2
N5区 2層下部 回縁部 2 内 S '外 S 80 2
02区 2層下部 口縁部 1 内 S・ 外 S 75 1
N4区 2層下部 口縁部 4 内不・外不 75 2
N19区 2層下部 口縁著居 内不・外 S 85 2
14区 2層下部 口縁部 1 内不・外不 80
G5区 2層下部 口縁部 1 内不・外不 90 1
G5区 2層下部 口縁部 5 内不・外不 60 2
M4区 2層下部 口縁部 4 不明 内 S・ 外不 70 3
M5区 2層下部 口縁部 3 不明 内不・外 S 90 3
M5区 2層下部 口緑部 ユ 内N・ 外 S 60 1
不 明 2層下部 口縁部 A 内不・ 外不 70 3
C3区 2層下部 口縁部 7 内 S,外 S 60
F5区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不明 内 S・ 外 S Aa+Da 90 2
L4区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不明 内N・ 外 S Da 40 2
17区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不明 内 S・ 外 S Da 90 2
L5区 2層下都 体部屈曲部 不 明 不 明 内 S,外不 Db 85 2
N4区 2層下部 体著悟 不 明 不 明 内N・ 外 N 65 2
N4区 2層下部 体部 不 明 不明 内S,タトS Db 80 1
04区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不 明 内N・ 外 S A+Da 7 5 1
M3区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不 明 内 S・ 外N Da 75 2
G3区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不 明 内N・ 外 N D bttD a 70 1
K6区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不 明 内 S,外 S Da 75 1
N4区 2層下部 体部 不 明 不 明 肉不・ 外 S D 80 1
M5区 2層 下部 体部 不明 不 明 内 S・ 外 S 70 1
H4区 2層 下部 体部屈曲部 不明 不 明 内S,外 S A+2Da+Da 60 1
L8区 2層下部 体部屈曲部 不明 不 明 内 S・ 外 S Da 60 1
M4区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不 明 内 S,外 S Da 80 1
G5区 2層下部 休部屈曲部 不朝 不 明 内 S・ 外 S Da 80 1
18区 2層下部 体部屈曲部 不明 不 明 内 S・ 外 S Da 90 1
P9区 2層下部 体 部 不明 不 明 内 N 外不 LR縄文 60 3 晩期
H5区 2層 下部 体部屈曲部 不明 不明 内 S・外 S Da 70 1
L3区 2層下部 体部屈曲部 不明 不 明 内S・ 外 S
1
H5区 2層下部 体部屈曲部 不明 不 明 内S,タトS Da 60 1 13
147 E4区 2層下部 体部 不 明 不 明 内 S・タトS 有 り不明 90 1 13
F3区 2層下部 体部屈曲部 不明 不 明 内 S 外 S C+Da 75 I 13
」7区 2層下部 体部屈曲部 不明 不 明 内 S 外 S 80 I 13
H5区 2層下部 体部屈曲部 不明 不 明 内 S,外N Da 80 1
表 6青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器観察表0
Tab.6 Attribute list of pottery frOm AOE3(3)
番号 層 位 部 位 端 面 形 回縁形態 器 面 調 整 文 様 炭化物 器  厚 胎  土 備 考 図 図版
K3区 2層下部 体部 不明 不明 内 S・ 外 S Db 2 13
」8区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不明 内 S,外 S Att D a l 13
D4区 2層 下部 体部屈曲部 不明 不 明 内S・ 外 S D bttD b 75 1 13
C3区 2層下部 体部 不明 不 明 内不・外 S 有 り不明 1
L6区 2層下部 体部 不明 不 明 内不・ 外不 有 り不明 3
K6区 2層下部 体部 不明 不 明 内S・ 外 S A 70 1
M6区 2層 下部 体部屈曲部 不 明 不 明 内不・外 S Da 10 0 1
P2区 2層下部 体部 不明 不 明 内不・外 S Da 1
13区 2層下部 Th部屈曲部 不明 不 明 内不・外 S 80
G3区 2層下部 口縁部 7 不 明 内不・ 外不 10 0 3
M5区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不 明 内 S,外不 Da 75 2
G4区 2層 下部 体部屈曲部 不 明 不 明 内 S 外 S 75 2
C3区 2層下部 体部 不 明 不明 内 S 外 S 有 り不明 80 1
M4区 2層下部 体言[ 不 明 不 明 内不・ 外不 有 り不明 70 2
L4区 2層 下部 体 部 不 明 不明 内 S,外 S 有 り不明 95 2
G5区 2層 下部 体部屈曲部 不 明 不明 内 S・ 外不 Da 70 I
K6区 2層下部 体部 不 明 不明 内 S・ 外 S 有 り不明 90 2
H4区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不明 内 S・ 外 S 80 と
16区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不明 内 S・ 外 S 85 1
170 E4区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不明 内 S,外 S Da 10 5 2
G4区 2層 下部 体部屈曲部 不明 不明 内S・ 外 S Da 2
172 K7区 2層下部 体部 不明 不 明 内S,外 S 有 り不明 1
173 P17区 2層下部 体部 不明 不 明 内S・ タトS A 70 2
C3区 2層下部 体部 不明 不 明 内 S'外 S 1
N5区 2層下部 体部屈曲部 不明 不 明 内 S,外 S Da 1
01 7区 2層下部 体部 不 明 不 明 内不・外 N 有 り不明 95 3
177 G5区 2層下部 体部 不明 不 明 内 S,外 S 有 り不明 1
G4区 2層下部 体部屈曲部 不明 不 明 内S・ タトS 不 明 70
L8区 2層下部 体部 不明 不 明 内 S・ 外 S 有 り不明 60 1
3区 2層下部 体部屈曲部 不明 不 明 内 S 外不 Da 95 1
G5区 2層 下部 体 部 不 明 不 明 内不・外不 有 り不明 2
G4区 2層下部 体 部 不 明 不 明 内不 外 S 有 り不明 内面 2
L6区 2層下部 体部 不 明 不 明 内不 外 不 2
F4区 2層 下部 体部 不 明 不明 内N・ 外 N 3
G4区 2層 下部 口縁部 4 CC 内不・ 外不 Db 65 3
H5区 2層 下部 体 部 不 明 不明 内N・ 外不 2Db 2
不 明 2層下部 体部屈曲部 不 明 不明 内不・外 S Da ″ 5 1
14区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不明 内 S・ 外 S Db 2
N2区 2層下部 体部屈曲部 不 明 不明 内N・ 外不 Da 2
H4区 2層下部 体言[ 不 明 不明 内不 。外不 有 り不明 75 2
M4区 2層下部 体部 不 明 不明 内S,外 S Db
L3区 2層 下部 外部屈曲部 不明 不明 内N・ 外 S Db 2
H5区 2層下部 体部 不明 不 明 内 S・ 外不 有 り不明 内面 3
8区 2層下部 体部 不明 不 明 内不・ 外不 70 2
7 EXI 2層下部 体部 不明 不 明 内 S,外 N 有 り不明 70 2
5区 2層下部 体部屈曲都 不 明 不 明 内不・ 外 S 不明 不 明 2
97 7区 2層下部 体部屈曲部 不明 不 明 内不・外不 Da 70 2
M19区 2層 下部 底部 不明 不 明 内面 ミガキ 底部回転糸切後ヘラ削 り 60 3 内黒土師器
F3区 2層 下部 底部 不明 不 明 内S・ 外 S 85 1
P3区 2層下部 底部 不明 不 明 肉 S'外 S 不 明 1
K3区 2層下部 底部 不明 不 明 内 S 外 S 不 明 1
〔5区 2層下部 底部 不明 不 明 内 S 外 S 90 2
M4区 2層下部 底 部 不明 不 明 内 S 外 S 115 2
M4区 2層下部 底 部 不 明 不 明 内不・外不 不 明 2
L3区 2層下部 底部 不 明 不 明 内N・ 外N 内面 65 2
02区 2層下部 底 部 不 明 不 明 内 S・ 外 S 65 2
P14区 2層下部 底部 不 明 不明 内 S・外 S 75 1
J7区 2層下部 底部 不 明 不明 内不・外不 50 2
P14区 2層下部 底 部 不 明 不明 内不・外 S 内面 80 I
5区 2層 下部 底 部 不 明 不明 内不・外 S 不明 2
1 号竪穴住居 埋± 1層 口縁部 内 S・ 外 S Da十 65 l 8
号竪穴住居 埋± 1層 口縁部 内 S,外 S Da 65 1 8
1号竪穴住居 埋± 1層 口縁部 内不・ 外 S 75 1 8
1号竪穴住居 埋± 1層 口縁部 8a 内 S,外 S 2
1号竪穴住居 埋± 1層 体部 不 明 不明 内 S・ 外 S 70 1 38 8
号竪穴住居 埋土 層 体音L 不明 不明 内不 '外不 65 1
217 号竪穴住居 埋± 1層 体 部 不 明 不 明 内不・ 外不 D 90 2
号竪穴住居 埋± 1層 休部屈曲部 不明 不 明 内不・ 外 S 不明 11 5 2
号竪穴住居 埋± lb層 体部 不明 不 明 内不 。外 S 8
号竪穴住居 床面 口縁部 3 Cb 内不・ 外不 Db 7 5 3 8
号竪穴住居 床面 口縁都 1 A 内 S・ 外 S 1 8
号竪穴住居 床面 口縁部 3 内 S・ 外 S Aa 2 8
号竪穴住居 床面 体き[ 不明 不 明 内 S 外 S Bb 2 8
号竪穴住居 床面 口縁部 不 明 Cb 内不・ 外不 有 り不明 3
号竪穴住居 床面 体部屈曲部 不明 不 明 内 S 外 不 A 1
表 7青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器観察表14)
Tab 7 Attribute list of pOttery from AOE3(4)
※表中の略号 について
表のなかで用いている記号の示す内容について、端面形、日縁形態、文様の項 目に関 しては、本文 を参照されたい。器面調整に関 しては、Sは 貝殻条痕文、Nは貝殻以外の調整具
によるナデ、不 は調整の種類が不明、をそれぞれ示す。器厚の欄の数値の単位 はミリである。胎土については、 1は 胎土中に繊維を多 く含む もの、 2は繊維 を少量含む もの、 3は繊
維 を全 く含 まない ものを表 している。
番号 地区・ 遺構 層 位 部 位 端 面 形 口縁形態 器 面 調 整 文 様 炭化物 器  厚 胎  土 備考 図 図 版
2号竪穴住居 埋 上 層 日縁部 2 内S・ 外 S ユ
2号竪穴住居 埋 土 層 口縁部 1 8C 内 S・ 外 S 2
2号竪穴住居 埋 土 層 口縁部 4 A 内 N 外不 2
2号竪穴住居 埋 上 層 口縁部 5 A 内不・ 外不 2
2号竪穴住居 埋± 1層 口縁部 1 A 内 S 外 S 2
2号竪穴住居 埋 土 層 口縁部 I 内 S 外 不
1
2号竪穴住居 埋 土 層 体 部 不明 不明 内 S。 外 S Ab 75 2
2号竪穴住居 埋 土 層 体部屈曲部 不 明 不明 内 S'外 S E 2
2号竪穴住居 埋 土 層 体部 不明 不明 内 S・ 外 S 有 り不明 2
2号竪穴住居 埋 土 層 体部屈曲部 不明 不 明 内 S 外 S Da 3 8
236 2号竪穴住居 埋 士 層 体部屈曲部 不明 不明 内不 外不 Da 2
2号竪穴住居 埋 土 層 体 部 不明 不明 内不・外不 有 り不明 内面 3
238 2号竪穴住居 埋 土 層 外部屈曲部 不明 不明 内不・外不 Da 3
2号竪穴住居 埋 2 口縁部 D 内 S・ 外不 有 り不明 2 8
2号竪穴住居 埋 2 口縁部 1 内 S・ 外 S 75 ユ 8
2号竪穴住居 埋 2 口縁部 不明 A 内不 外 S 不 明 8
2号竪穴住居 埋 2 口縁～体部 4 D 内 S 外 S Bb+2D a tt c+D attA b+2D attD a 内外面 2 9
2号竪穴住居 埋 2 体部 不明 不明 内 N・ 外 S Db 3 8
2号竪穴住居 埋 2 体部屈曲部 不明 不明 内 S・ 外 S Ab+D attA b 2 9
2号竪穴住居 埋 2 体部 不明 不明 内不・外 S 不明 2
2号竪穴住居 埋 2 体部屈曲部 不明 不明 内 S。 外 S 有 り不明 1
2号竪穴住居 埋 2 底 部 不明 不明 内 S・ 外 S 内面 8
2号竪穴住居 床 面 回縁部 2 内 S,外 S 1
2号竪穴住居 床 面 体部 不明 不 明 内 S,外不 B 2 37 9
2号竪穴住居 床 面 体 部 不明 不 明 内N・ 外 S Aa 2 9
2号堅穴住居 床 面 底 部 不明 不 明 内S・ タトS 内面 2 9
2号竪穴住居 ピット] 2 Ba 内 S・ 外 S 1 9
6号上坑 埋±1層 体部屈曲部 不明 不 明 内 S・ 外 S E 70 2
4号土坑 埋 土 口縁部 不明 A 内 S・ 外不 3
埋 土 体 部 不 明 不 明 内 S・ 外 S 有 り不明 1 10
埋 土 口縁部 4 A 内 S,外 S Da 2
P i t50 埋土 底部 不 明 不 明 内S,外 S 不 明 2
風倒木 2 体部屈曲部 不 明 不 明 内S'外 S E 2 15
風倒木 2 体部 不 明 不 明 内 S,外 S 有 り不明 65 2
風倒木 2 底部 不明 不 明 内 S・ 外 S 2
風倒木 5 底部 不明 内不 。外 N 2 15




石鏃19点、石錐 2点、石匙 8点、石箆14点、不定形石器 としたもの61点、破損により器種不明の両面加工石器10
点、磨製石斧 1点、凹石 1点、磨痕 と敲打痕を有する礫石器 1点である。器種の定義、類型の説明を行いながら
述べるため、器種 。類型ともに最も豊富に出土している遺物包含層 2層 。2層下部出土石器群から記述していく。
① 遺物包含層 2層・ 2層下部出上の石器群
【石鏃】 (図45-1～ 7、 図版17-1～ 7)
石鏃は、この層から未成品を含め 7点出土した。全て無茎鏃である。類型化は基部形状に基づいて行った。 1
類は凹基無茎鏃で、基部の扶 りの深さによりla類、 lb類の 2類型に細分される。 2類は平基無茎鏃である。
la類 (図45-1、 2、 図版17-1、 2)は基部の快りの深いもので、 2点出上した。図45-1(図版17-1)
は頁岩製で、両側辺をやや内弯させ、尖頭部が細 く鋭 くなるように整形されている。図45-2(図版17-2)は
凝灰岩製で、尖頭部は再生を受けていると考えられる。いずれも両面加工により薄手に作 られている。lb類 (図
45-3～ 5、 図版17-3～ 5)は基部の挟 りの浅いもので、 3点出土した。全て頁岩製である。図45-3(図版
17-3)は 尖頭部近 くで両側辺が内弯し、鋭い尖頭部を作 り出している。この石鏃は両面加工で作られているが、
図45-4(図版17-4)は周縁のみ、図45-5(図版17-5)は ほぼ片面のみのカロエで作 られている。この他に、





【石匙】 (図45-9～ 13、 図版17-9～ 13)





【石箆】 (図45-14～ 17、 図版17-14～ 17、 図46-18～ 24、 図版18-18～24)
石箆は、11点出上した。全体の形状により3類型に分類した。 1類 (図45-14、 図版17-14)は両側辺がほば
平行するいわゆる短冊形を呈するものである。石箆全体の中で 1点のみ出上している。 2類 (図45-15、 17、 図
版17-15、 17、 図46-18、 20、 21、 23、 図版18-18、 20、 21、 23)は、基部がすばまり、刃部に最大幅のくる撥
形のもので、最も多く、 6点みられる。図45-15(図版17-15)、 図46-18(図版18-18)な どの大型品は基部頂
部まで丁寧に加工されている。他の中型品は、基部頂部に素材の打面または折れ面を残す傾向がある。 3類 (図
45-16、 図版17-16、 図46-24、 図版18-24)は、両側辺の中央がくびれる分銅形のもので、 2点出土している。
いずれも上下両端に刃部を有している。 4類 (図46-19、 22、 図版18-19、 22)は 、全体がほぼ楕円形を呈する
もので、 2点出土している。 2類 と3類には頁岩や玉髄が選択され、 1類 と4類には石英安山岩や凝灰岩が用い
られている。




























































【石核】 (図51-54、 55、 図版22-54、 図版23-55、 図52-56～ 58、 図版23-56～ 58)
石核は6点出上している。流紋岩 1点 と凝灰岩が 1点のほかは、すべて石英安山岩である。 1面に自然面を残






【石鏃】 (図53-59～ 63、 図版24-59～ 63)
平基無茎鏃の 2類 (図53-59～ 61、 63、 図版24-59～ 61、 63)は、 8点出上し、石鏃全体で最も多くみられる










【石箆】 (図53-67、 68、 図版24-67、 68)
頁岩製の石箆が 2点出土している。中型品だが両者とも入念な祭」離によって撥形に整形されており、基部頂部
に素材の打面または折れ面を残さないなど、 2層 。2層下部の石箆と若干様相が異なる。









【不定形石器 4類】(図54-71、 74、 75、 図版24-71、 図版25-74、 75)













































1～ 7 石鏃 8
図45 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器(1)
Fig.45 Stone implements tom AOE3(1)
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2拿 亀辱九2;三三;遜部25。 26 不定形石器             Cm
図46 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器(21
















i彊彩石器 35～ 40 破損品               CIn
⇔
図47 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器13)
イ Fig.47 Stone implements from AOE3(3)
2層 。2層下部
41 磨製石斧 42 凹石 43 磨石・敲石
図48 育葉山遺跡 E地点第 3次調査出上石器141










図49 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石詔 0
Fig.49 Stone implements from AOE3(5)
2層 。2層下部
48。 49 石核
0               5 cm
図50 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器(61








走形石器 54・ 55 石核
図51 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石紹 71





図52 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器181





































0                 5伽
2号竪穴住居跡
59～63 石鏃 64～66 石匙 67・ 68 石箆 69～73 不定形石器 ~
図53 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出上石器 19)











表 8 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器観察表(1)
Tab 8 Att�bute lst of stone implements from AOE3(1)
No 出土地区 層 位 ・ 遺 構 器 種 長 さ (mm) 幅 (剛 ) 厚さ (剛 ) 重量 (g) 石   材 備  考 図No 写真No
I L5区 2層 石鏃 10 25 3 40 凝灰岩 17-2
2 E3区 2層 石鏃 21 20 16 80 17 石英安山岩 未成品 17-7
3 F4区 2層下部 石 鏃 (1510) 16 55 3 60 (1 1) 買岩 17-5
4 K6区 2層下部 石 鏃 26 00 17 50 1 7 買岩 17-3
5 E4区 2層下部 石 鏃 (1245) (980) 3 00 (03) 石英安山岩 45-6 17-6
6 G3区 2層下部 石鏃 16 90 頁岩
7 C2区 2層下部 石鏃 (1205) 12 40 1 70 頁岩 17-4
8 G4区 2層下部 石 錘 32 40 13 45 5 70 16 玉髄 45-8 17-8
9 E4区 2層 石 匙 47 40 14 50 買岩 45-13 17-13
P14区 2層 石匙 頁岩 17-11
lI L6区 2層下部 石匙 頁岩 45-10 17-10
12 F4区 2層下部 石匙 44 70 7 35 頁 岩 45-12 17-12
13 K5区 2層下部 石匙 (36 15, 22 20 頁 岩 17-9
14 F3区 2層 石箆 51 95 38 45 70 32 2 玉髄 45-17 17-17
15 03区 2層 石箆 42 50 37 15 21 15 頁岩 46-22 18-22
M4区 2層 下部 石箆 76 80 37 10 43 8 頁岩 46-18 18-18
17 L3区 2層下部 石箆 42 40 22 65 75 10 7 石英安山岩 45-14 17-14
18 J6区 2層下部 石箆 57 25 32 40 頁 岩
19 19区 2層下部 石箆 52 30 34 55 買岩
F3区 2層下部 石箆 40 50 36 50 108 買岩
21 K4区 2層下部 石 箆 47 80 38 30 23 7 買岩 46-23 18-23
02区 2層下部 石 箆 50 85 30 35 玉髄
P2区 2層下部 石 箆 77 65 37 00 頁岩 45-15 17-15
24 P3区 2層下部 石 箆 50 60 33 55 22 7 石英安山岩 46-19 18-19
25 L4区 2層 不定形石器 類 (29 80, 39 15 5 80 (70) 玉髄
L4区 2層下部 不定形石器 1類 (4830) 37 85 7 65 (168) 頁岩
27 M3区 2層下部 不定形石器 類 27 65 26 65 43 買岩
K4区 2層下部 不定形石器 類 55 25 24 90 石英安山岩
」6区 2層下部 不定形石器 類 49 70 33 15 14 70 21 8 玉髄
J4区 2層下部 不定形石器 類 21 00 7 25 34 石英安山岩
31 G2区 2層下部 不定形石器 類 30 60 12 20 12 2 石英安山岩
J5区 2層下部 不定形石器 類 25 35 27 15 頁 岩
F2区 2層下部 不定形石器 類 30 20 34 石英安山岩
M3区 2層下部 不定形石器 類 66 00 49 05 16 05 38 9 鉄石英
P3区 2層下部 不定形石器 類 48 50 1265 石英安山岩
P3区 2層下部 不定形石器 類 28 50 13 40 92 鉄石英
J5区 2層下部 不定形石器 類 42 70 55 玉髄 46-25 18-25
N3区 2層下部 不定形石器 類 53 55 17 9 貢 岩 47-27 19-27
P3区 2層下部 不定形石器 類 13 35 34 25 2 20 14 鉄石英 47-28
M4区 2層 不定形石器 2類 (2895) 62 20 1325 (315) 玉髄 46-26
M3区 2層 不定形石器 2類 33 60 25 45 67 石英安山岩
J5区 2層下部 不定形石器 2類 38 55 58 95 12 80 21 6 石英安山岩
L5区 2層下部 不定形石器 2類 32 85 76 00 20 20 32 7 頁岩 47-33 19-33
H2区 2層下部 不定形石器 2類 24 35 26 35 15 55 74 石英安山岩
F4区 2層下部 不定形石器 3類 42 55 18 50 9 25 泥岩 47-29
N5区 2層下部 不定形石器 4類 25 80 21 30 8 35 4 4 買岩
47 F2区 2層下部 不定形石器 4類 26 90 27 25 12 65 石英安山岩 34
G2区 2層下部 不定形石器 4類 29 05 1970 7 00 石英安山岩
M3区 2層下部 不定形石器 6類 79 95 27 75 石英安山岩 19-30
F2区 2層下部 不定形石器 7類 28 80 10 80 石英安山岩 47-32 19-32
P2区 2層 不定形石器 7類 25 15 24 20 32 石英安山岩
G3区 2層 不 明 20 50 (67) 頁岩 47-38 19-38
F3医 2層 不 明 (2560) 33 00 6 15 (61) 頁 岩 47-35 19-35
54 H5区 2層下部 不 明 17 45 23 工籠 47-36 19-36
M4区 2層下部 不明 26 65 6 55 43 買岩 47-37 19-37
G5区 2層下部 不明 20 15 18 85 1 9 石英安山岩 47-40 19-40
F2区 2層下部 不明 18 45 38 石英安山岩 47-39 19-39
N2区 2層 磨製石斧 (9465) 33 65 20 25 (933) 凝灰娼 48-4〕
F4区 2層下部 凹 石 85 25 63 45 641 0 安山岩 48-42 20-42
M4区 2層下部 磨石・敲石 (8775) 80 45 54 50 (5260) 安山岩 20-43
06区 2層 石核 56 85 39 80 30 00 46 7 石英安山岩
K2区 2層 石核 27 95 36 70 29 20 石英安山岩 49-46
12区 2層 石核 47 30 39 30 25 40 36 8 石英安山岩 49-45 21-45
K9区 2層 石核 33 85 64 65 23 20 37 6 石英安山岩
L6区 2層下部 石核 57 70 48 00 69 8 石英安山岩
F4区 2層下部 石核 77 70 51 30 43 30 200 9 石英安山岩
67 F4区 2層下部 石核 86 10 78 60 37 60 290 2 石英安山岩
し5区 2層下部 石核 84 75 55 90 37 25 頁岩 2148
K6区 2層下部 石核 48 25 81 00 23 50 石英安山岩
K6区 2層下部 石核 41 90 90 55 23 10 泥岩
71 17区 2層下部 石核 32 00 23 20 20 7 買岩 49-44 21-44
72 K6区 2層下部 石核 68 00 石英安山岩
表 9 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器観察表(2)
Tab.9 Attribute lst of stOne implements from AOE3(2)
No 出土地区 層 位 。 遺 構 器 種 長さ (mm) 幅 (mm) 厚さ (mm) 真量 (g) 石  材 備 考 図NIo 写真No
L6区 2層下部 石核 52 10 55 25 41 65 78 2 石英安山岩 49-47 21-47
E4区 2層下部 石核 63 50 25 35 95 3 石英安山岩
75 E4区 第1号住居埋± 1層 石鏃 24 95 17 60 6 15 23 石英安山岩 未成品
F4区 第 号住居埋±1層 石鏃 15 60 (940) (041 石英安山岩 末成品
77 F4区 第 号住居埋± la層 不定形石器 I類 13 40 49 20 33 玉髄 51-50
F4医 第 号住居埋土 la層 不定形石器 2類 87 25 23 50 81 3 石英安山岩 51-52
F4区 第1号住居床面 不定形石器 4類 37 80 14 40 石英安山岩 51-51 22-51
F4区 第 号住居埋±1層 不定形石器 7類 47 50 1360 17 5 石英安山岩 51-53 22-53
81 E4区 第 号住居埋±1層 石核 55 80 41 10 23 95 65 8 石英安山岩 51-54
F5区 第 号住居埋±1層 石核 47 40 24 40 47 9 石英安山岩 51-55 23-55
F5区 第 号住居埋土 層 石核 56 50 43 25 41 40 石英安山岩 52-57 23-57
F4区 号住居埋 層 石核 62 85 41 60 161 1 流紋岩 52-56 23-56
F4区 第 号住居埋 層 石核 54 45 27 70 石英安山岩
F4区 第 号住居埋 a層 石核 63 45 29 00 140 0 凝灰岩 52-58 23-58
87 G2区 第2号住居埋±1層 石鏃 (1565) 12 20 2 40 (05) 玉髄 53-62 24-62
F2区 第2号住居埋±2層 石鏃 21 00 13 65 2 95 07 凝灰岩
G2区 第2号住居埋±2層 石鏃 31 25 21 65 8 15 買岩 53-63
G2区 第2号住居埋±2層 石鏃 10 30 1 60 01 頁岩
F2区 第2号住居埋±2層 石鏃 15 75 4 60 06 石英安山岩 53-60 24-60
Gl区 第2号住居埋±2層 石鏃 18 50 07 石英安山岩 24-61
F3区 第2号住居埋±1層 石鏃 24 00 (970) 5 55 (07) 石英安山岩
G3区 第2号住居埋±2層 石鏃 24 90 18 30 6 05 32 買岩 53-59 24-59
C3区 第2号住居埋上2層 石鏃 (1070) 15 45 3 15 0「Dl 石英安山岩
G3区 第2号住居埋上2層 石鏃 16 15 3 65 05 石英安山岩
F2区 第2号住居埋± 1層 石匙 (2620) (2080) 98) 凝灰岩 53-65 24-65
F3区 第2号住居埋± 1層 石匙 47 80 15 10 6 75 43 買岩 53-66 24-66
F3区 第2号住居床面 石匙 41 90 37 25 94 更岩 24-64
F2区 第2号住居埋上2層 石箆 51 75 35 50 15 10 20 6 買岩 53-68 24-68
G2区 第2号住居埋± 1層 石箆 46 30 28 75 11 2 買岩 53-67 24-67
G2区 第2号住居埋± 1層 不定形石器 1類 32 20 22 60 10 25 53 石英安山岩 53-73 24-73
H2区 第2号住居埋±2層 不定形石器 1類 29 35 26 30 10 30 79 石英安山岩
G2区 第2号住居床面 不定形石器 1類 19 15 16 15 6 50 18 石英安山岩
F2区 第2号住居埋上2層 不定形石器 1類 60 55 28 55 8 80 10 0 流紋岩 53-69 24-69
G3区 第2号住居埋上 1層 不定形石器 1類 21 20 12 買岩
F3区 第2号住居埋± 1暦 不定形石器 1類 38 10 48 10 9 05 石英安山岩
G3区 第2号住居埋±2層 不定形石器 1類 30 55 18 40 7 60 34 石英安山岩
G3区 第2号住居床面 不定形石器 1類 28 75 1815 6 70 29 石英安山岩
F2区 第2号住居埋±2層 不定形石器 1類 38 25 24 30 7 45 64 買岩 53-70 24-70
Fl区 第2号住居床面 不定形石器 2類 34 80 54 15 1940 43 4 石英安山岩 54-77 25-77
F2区 第2号住居埋土ユ層 不定形石器 2類 68 70 47 05 1930 石英安山岩
113 F2区 第2号住居埋±2層 不定形石器 2類 37 65 32 20 H05 10 5 石英安山岩
114 G3区 第2号住居埋±2層 不定形石器 2類 42 00 40 85 と3 45 21 5 石英安山岩
115 F3区 第2号住居埋±2層 不定形石器 2類 28 20 12 70 89 石英安山岩
F2区 第2号住居埋±2層 不定形石器 3類 24 70 24 00 6 95 45 流紋岩 54-76 25-76
117 F 区 第2号住居埋± 1層 不定形石器 4類 33 20 24 90 9 20 62 石英安山岩 53-71 24-71
G 区 第2号住居埋± 1層 不定形石器 4類 27 70 8 20 42 石英安山岩
F 区 第2号住居埋±2層 不定形石器 4類 35 40 31 25 16 35 12 8 石英安山岩 25-74
120 C 区 第2号住居埋± 1層 不定形石器 4類 3195 24 05 11 60 60 石英安山岩
G3区 第2号住居埋± 1層 不定形石器 4類 30 70 23 60 8 60 56 頁岩 54-75 25-75
F3区 第2号住居埋上 1層 不定形石器 4類 26 90 17 35 25 石英安山岩
F3区 第2号住居埋± 1層 不定形石器 4類 20 75 20 05 石英安山岩
124 G3区 第2号住居埋±2層 不定形石器 4類 24 75 28 石英安山岩
G3区 第2号住居埋±2層 不定形石器 4類 36 65 27 45 56 石英安山岩
G2区 第2号住居埋±2層 不定形石器 5類 31 70 34 15 15 50 頁岩 53-72 24-72
127 F2区 第2号住居埋±2層 不定形石器 6類 36 50 55 65 23 25 33 7 石英安山岩 54-78 25-78
F2区 第2号住居埋±2層 不定形石器 7類 40 00 39 10 13 30 16 8 石英安山岩
F2区 第2号住居埋±1層 不定形石器 7類 46 20 26 80 132 石英安山岩
F2区 第2号住居埋±2層 不定形石器 7類 46 75 39 75 石英安山岩
Gl区 第2号住居埋± 1層 不 明 31 00 23 40 10 25 53 石英安山岩
F2区 第2号住居埋±2層 不 明 13 65 21 05 17 石英安山岩
F2区 第2号住居埋±2層 不 明 27 45 20 50 34 石英安山岩 54-79 25-79
G3区 第2号住居埋±2層 不 明 20 25 15 買岩
Cl区 第2号住居床面 石核 54 10 56 90 1250 石英安山岩 54-80 25-80
P16区 風倒木跡 8埋土 石箆 53 60 28 55 166 玉髄 25-82
137 11区 P i t27埋 土 不定形石器 1類 47 00 60 20 15 35 334 石英安山岩
13区 P i t86埋 土 石錐 50 00 14 45 7 70 64 買岩 54-81
14)その他の遺物















じめ、柴田町槻木 (松崎)貝塚 (山内1929 a o b、 伊東信雄1940)、 塩釜市船入島貝塚 (斎藤忠1930、 角田文衛1936)、




第 1回発掘では、「粗大で、厚 く繊維の混入のある土器」 (大多数)と 、「より薄 く、繊維の混入のない、又は著し
くない土器」 (稀)の両者が識別されてはいたが、「同時に行はれたものと見るのが適営」とされ、時間差は想定
されていない (山 内1929a)。 1928年 の春に行われた第 2回発掘では、表土及び貝層では「粗大な、繊維の混入の
ある、内面に條痕のある土器」 (「槻木上層式」=「槻木 2」 )が大多数を占め、貝層以下黒土層では「槻木下層式」=
















平根山遺跡 (赤星・岡本・村越1958)、 馬の背山遺跡 (岡本1959)、 大浦山遺跡 (岡本1960)、 鵜ケ島台貝塚 (岡本
1961)、 吉井城山貝塚 (岡本1962)と 続 くこの一連の発掘調査は、関東地方の早期縄文土器の編年研究上、極めて
重要な成果をもたらした。その後、関野哲夫、瀬川裕市郎、井上賢、鈴木啓介らにより、より細かな視点で野島











木 1」 の編年的位置づけが確定すると同時に、素山上層式の細分が試みられた (林 1965)。 この細分案は、「素山
上層式」を、茅山下層式に併行する「素山Ha式」と、「茅山上層式」に併行する「素山Ⅱb式」に分離しようと
する試みであったが、近年林自身が素山貝塚の調査資料の再検討で述べているように、必ずしも資料の実態を正



















































































1928年 の春に山内清男によって行われた、槻木 (松崎)貝塚の第 2回発掘調査で、貝層以下黒土層から出上し











隆起線による区画線の交点に配されている点が注目される (図56-1、 11、 13、 18、 19)。 先の検討から、「鵜ケ
島台式Jの なかでも
'ヒ
較的古い要素を持った土器群 と考えられる。槻木 (松崎)貝塚では、「槻木 1式」より上の
貝層から、多数の縄文条痕土器 (「槻木 2」 )とこ混じって出上している。このような特徴をもつ資料は、山形県三
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図55 仙台湾周辺における早期後葉の縄文土器(1)「槻木 1式」











図56 仙台湾周辺における早期後葉の縄文土黒 21 仮称「上ノ原山段階」
Fig.56 Pottery belonging to the late stage of the lnitial JomOn period around Sendai Baメ 2)
0                      10cm
l～17 仙台市上ノ原山遺跡 (主浜1995よ り)









































































0         1ocm
ーl～16 仙台市川添東遺跡S12(主 浜1997よ り)




29 小牛田町素山貝塚 (林 1990よ り)
30 岩出山町天神山遺跡 (小徳1982よ り)
図58 仙台湾周辺における早期後葉の縄文土器(4)仮称「川添東段階」














階に属する土器のなかには、屈曲が細い粘土帯の貼 り付けに置き換わる例が認められる (図58-30)。 また、「青
葉山E式」では、日縁部に縦方向の屈曲を持ち、口縁が多角形を呈する土器が存在したが、本段階では、縦方向
の屈曲もまた、細い粘土帯の貼付に置き換わっている (図58-1、 20、 21、 29)。 日縁部の装飾は、基本的に「青
葉山E式」を踏襲するが、「茅山下層式」に見られるような中空の把手が新たに出現する (図58-21)。 文様帯は
回縁部 と体部のくびれ部に認められるが、口縁部だけのものが多くなる上、口縁部文様帯自体も狭まる傾向にあ














形を呈する土器 も存在する(図60-44)。 口縁部の端面は内削ぎのものが多 く、日唇部の内外両側に細かな刻みを














































0        5 cm
―
1～16 川内村糠塚 C遺跡 I群 2類土器 (高木1981よ り)
17～20 白河市泉川遺跡第 2群 b類上器 (目 黒編1980よ り)
21～29 小野 mTR冶久保遺跡 I群 1類土器 (木日1993よ り)
30 飯舘村滝下遺跡 (鈴鹿1996よ り)
31～33 いわ き市竹之内遺跡 (馬 目編 1982よ り)
図59 阿武隈川中 。上流域における早期後葉の縄文土器(1)「野島式」併行
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0          10Cm
―
       「―コ
1～21 白河市泉川遺跡 2群 C類土器 (目 黒編 1980よ り)
22～ 28 天栄村前原 B遺跡14号土坑 (鈴鹿ほか1991よ り)
29 天栄村前原 B遺跡17号土坑 (鈴鹿ほか1991よ り)
30 天栄村前原 B遺跡13号 土坑 (鈴鹿ほか1991よ り)
31・ 32 天栄村前原 B遺跡31号土坑 (鈴鹿ほか1991よ り)
33・ 34 天栄村前原 B遺跡19号土坑 (鈴鹿ほか1991よ り)
35～43 天栄村前原 B遺跡43号 土坑 (鈴鹿ほか1991よ り)
44 天栄村前原 B遺跡遺物包含層 (鈴鹿 ほか1991よ り)
図60 阿武隈川中・上流域における早期後葉の縄文土器(2)「鵜ケ島台式」新段階併行
Fig 60 Pottery belonging to the late stage of the lnitial Jomon period at the reaches of the Abukuma River(2)
∽Ⅷ竃∬






0         10cm
―
1・ 2 郡山市中ノ沢A遺跡SK87(本 関ほか1989よ り)
3 郡山市中ノ沢A遺跡SK109(本 間ほか1989よ り)
4～ 8 郡山市中ノ沢A遺跡 S K140・ 141。 142(本 間ほか1989よ り)
9 郡山市中ノ沢 A遺跡SK158(本 間ほか1989よ り)
10 郡山市中ノ沢 A遺跡SK167(本 間ほか1989よ り)
11～14 おヽ野町鍛冶久保遺跡S102(本 田1993よ り)
15'16 郡山市古亀田遺跡 (目 黒1966よ り)
図61 阿武隈川中 。上流域における早期後葉の縄文土器(3)「中ノ沢A段階」 (「茅山下層式」併行)

















Tab.10 ChЮ 4010gicalsequence of pottery wih incised lnes by shell‐ edge belonging to late stage of he
lnitial Jomon period
東北中部 (仙台湾周辺) 東北南部 (阿武隈川中。上流域他) 関 東 地 方
「槻木 1式」






川内村糠塚C遺跡 I群 2類 (高木1981)
棚倉町日向前A地点第 2群 (井上1977)
飯舘村滝下遺跡(鈴鹿1996)






。昭和 2年10月 の槻木 (町)貝塚第 1回発掘調査出























基準資料 :郡 山市中ノ沢 A遺跡 S K87,10,9,



























石箆14点、不定形石器 1類26点、 2類 11点、 3類 2点、 4類 13点、 5類 1点、 6類 2点、 7類 6点、器種不明の
破損した剣片石器10点、磨製石斧 1点、凹石 1点、磨石と敲石に使用されたもの 1点である。最も数が多いのは、
不定形石器 1類 と分類した、剣片の縁辺に連続する象1離で刃部を作 り出した石器 (22.2%)で ある。次いで石鏃
(16.2%)、 石箆 (H.9%)、 不定形石器 4類 と分類したもの (■ .1%)な どが多 くみられる。
剣片の縁辺に連続する劉離で刃部を作 り出した不定形石器 1類 と、同様に作 り出された石箆状の刃部を持つ不
定形石器 2類を加えると37点 になり、剣片石器全体の31.6%を しめる。これらの器種は、製作と廃棄の頻度が高
かった石器であると考えられる。
次に、縄文時代早期に属する周辺遺跡出上の石器群 と比較してみる(図 62)。 比較対象としたのは、早期前葉の
下ノ内浦遺跡 3次調査 (渡部紀1988)、 早期後棄の上ノ原山遺跡 (主浜光朗1995)、 早期末葉の富沢遺跡15次調査
(斎野裕彦ほか1987)、 早期後葉の富沢遺跡28次調査 (佐藤甲二・横山裕平1988)、 早期後葉の川添東遺跡 (主浜
































9    3   4  2
B磨製石斧
Z礫石器
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図62 周辺遺跡出土石器組成 (縄文時代早期 )

















―プに属するが、その中でも Fig.63 Stone tool assemblage of sites belongilag to the Early JomOn period
特に礫石器が少ない遺跡であ around AOE3




20    30    40    50    60    70    80    90
さらに後続する縄文時代前期前葉の石器群 との比較を行った (図 63)。 対象としたのは、三神筆遺跡 (白鳥良一





青葉山遺跡E地点第 3次調査出上の石鏃は、長さ約15～ 30mln、 幅約10～ 201n14に分布し、長さ :幅の比は1.5:1





















図64 周辺遺跡出土石鏃長幅分布  図65〒著判胤亦酬瞭第3斎躍識土融 員闘  図66富沢,動,第 15次調査出
=臣
i鏃長幅飾
Fig 64 Scatter diagram of lellgth and     l� g.65 Scatter diagram of length and width    Flg 66 Scatter dlagram ofに ngtt and widh
widh of arrowttads from sites around AOE3        of arrOwheads from AOE3        0f arrowheads from localon 15 of Tomi2awa Ste
③ 擦切石斧
遺物包含層から擦切石斧が出上している。この擦切石斧は縄文時代早期中葉に出現し、北海道、東北を中心に
分布すると指摘されている (鈴木道之介1981、 早川正-1983)。 今回は東北地方の擦切石斧をできる限り集成し、
その分布や時期、形態、石材などについて考えてみたい。
擦切石斧出土遺跡は東北地方に広 く分布するが、青森県、山形県に比較的多 くみられる(図 67、 表11)。 秋田県
は、出土遺跡数は少ないが、秋田県上ノ山Ⅱ遺跡 (地図血34)か ら147点 もの報告があったことは注目される。青
葉山遺跡E地点第 3次調査の所在する宮城県でも6遺跡からの出上が報告されている。福島県であまり出土例が
ないことから、青葉山遺跡E地点第 3次調査の擦切石斧は分布域の南端近 くに位置すると考えられる。
擦切石斧の最も古いものは、青森県館平遺跡 (地図配18)、 宮城県大穴遺跡 (地図No36)出上のもので早期前半
に属している。また前期にも多 くの出土例がみられる。先述した秋田県上ノ山H遺跡 (地図No34)は 前期後半 (大









Fig.67 Distribution of sites where poLshed stone axes made by abrasion cuting、 vere found
表11 擦切石斧出土遺跡地名表
Tab ll List Of sites where p01ished stone axes made by abrasion cutting郡 /ere found
No 遺 跡 名 所 在 地 時 期 点数 石 材 文献N9
ユ ムシリ 青森県下北郡東通村大字尻屋字ムシリ 不明 不 明
2 下困代納屋 青森県下北郡東通村猿ケ森下田代 貝殻沈線文 1 不 明 8




5 青森県上北郡六ケ所村大字鷹架字発茶沢か32 前期前棄 ? 2 緑色頁岩
表館(〕 青森県上北郡六ケ所村鷹架字発茶沢244 白浜～赤御堂主体 緑色ホルンフェルス住X粘板岩(〕 46、  47
7 新納屋 青森県上北郡六ケ所村鷹架道の下 貝殻沈線文 不 明
山崎 青森県東津軽郡今別町山崎字山本 105、 字山崎7435 円筒下層 C～ dl、 大木 10 阪砂岩0
尻高14) 青森県東津軽郡平舘村大字今津字尻高 円筒下層 bな ど前期 不 明
10 熊 沢 青森県青森市大字岩渡字熊沢250488ほ か 前期主体 6 不 明 10
11 石 神 青森県西津軽郡森田村大字床舞字石神 円筒下層 d2 1 硬砂岩 4
12 杢沢 青森県西津軽郡鰺ケ沢町大字湯舟字着山1931、 字七尾185ほ か 貝殻条痕文以降(円筒下層 a、 dl主体) 4 緑色ホルンフェルス
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大原口 山形県村山市本飯田大原口25141 不 明 不 明 3
付山農高第二農場 山形県村山市本飯田柳堤2485 不 明 不 明 3
小 林 山形県東根市大字東根字大森 大木1～3 不 明 7
坊屋敷 山形県山形市柏倉字坊屋敷 後期～晩期 不 明
熊 ノ前 山形県山形市妙見寺熊ノ前 大木8～ 10 不明
下野 山形県西置賜郡小国町増岡下野 大木9～ 10 不明
八幡原No3 山形県米沢市万世町桑山字柿の木 大木 10a 不明
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形によって a、 b類に細分した。 a類は横
断面形が方形を呈するもので、 b類は円形
に近 くなるものである。










Fig 68 RaM/material assemblage Of polished stOne axes
















図70 擦切石斧の幅厚分布          幅(cm)
Fig.70 Scatter diagram of、vidth and thickness Of polshed stOne axes








Fig 69 Histograms of shapes of polshed stone axes


















りみられないものである。長幅分布図をみると(図 71)、 全体的には、長さ4～ 16cm、 幅 2～ 6 cmと 大きさは様々
である。その中で、秋田、福島のものには地域性が現れている。秋田には、長さ 7 cm以上で幅 2 cm以下の細長い






図71 擦切石斧の長幅分布    図72 磨製石斧の長幅分布 (秋田県内)図 73 磨製石斧の長幅分布 (福島県内)
Fig 71 Scatter diagram of length and Fig.72 Scatter diagram of length and Fig.73 Scatter diagram of length and
、vidth of polished stone axes
made by abrasion cutting
width of polshed stone axes
from Akita Prefecture




る。最も多 く出土しているのは石英安山岩で、全体の77.4%を しめる。脆いものが多 く、石器の石材には適して
いないとセゝえる。
石核、剣片、チップにはこの石英安山岩が圧倒的に多いが、剣片石器、リタッチドフレークには頁岩・玉髄な
ど石英安山岩以外の石材も多用されている(図 74)。 頁岩は全体的に良質である。石匙は8点中 7点が頁岩製、他
の 1点 も凝灰岩製であり、石英安山岩を選択していない。石箆は14点中 9点が頁岩、 3点が玉髄 と、石英安山岩



















































剣片の背面構成をみると、背面に腹面と同方向の剣離痕を有するものが442点 中197点 (44.5%)と 最も多い。

































図74 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器の石材組成
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図76 器種毎の石器出土状況




g)の チップが出土した。石材は石英安山岩が428点 (29.60g)で96.8%と 大半をしめる。そのほか、買岩 4点 (0.21
g)、 玉髄 2点 (0.02g)、 凝灰岩 と考えられるもの 4点 (0.15g)、 流紋岩と考えられるもの 4点 (0.mg)な どがみ
られた。このピットは、住居内での石器製作により生じたチップを、廃棄する施設 と考えられる。これらのこと
から、この住居内で石器製作が行われていたといえる。また、床面出上の石核は 1点のみであるため、別の場所














































るとともに微小剣離痕についても観察を行った (芹沢・梶原・阿子島1982、 梶原・阿子島1981、 Keeley1977・ 1980)。
使用痕観察には、落射照明付き金属顕微鏡 (オ リンパスBHM)を 使用し、100～400倍 を用いて石器の全面を校
鏡した。観察前に必要に応じて洗浄し、アルコールを含ませた脱脂綿で石器表面の油脂分を除去した。光沢タイ
プについては、前述の東北大学使用痕研究チームによる分類に従った。また、微小象J離痕は実体顕微鏡 (オ リン




10は 2層下部出土の石匙である。埋没後の表面変化 (PDSM post‐ depositional surface modification Levi― Sala
1986)の中でも埋没光沢が石器全面に比較的強 くみられるが、発達した使用痕光沢が確認できた。また、ほとん
どすべての稜に強い摩滅が認められる。光沢は左側縁の両面にみられ、非常に強 く、肉眼でも認識できる。この
























はD2タ イプに分類でき(図78-2)、 腹面にはそれに加えて下半の一部分にBタ イプの光沢がみられる。この光
沢に重複して縁辺に平行する弱い線状痕が下半に部分的にみられる。右側縁にも、同様に先端から中央までDlま








する。特に刃部がやや くばむ部分に光沢が最も強 くみられる(図78-4)。 この光沢はE2タ イプに分類される(図
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白 写真番号   photo number
図77 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器の使用痕(1)
Fig.77 Use― wear polishes on hthic artifacts from AOE3(1)
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図73 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器の使用痕12)









出土遺物は、縄文土器 2152点、石器 1993点、内黒土師器 1点である。








突が表現される。文様は、専ら幅の狭い沈線 と刺突 (「押し引き」と呼ばれる連続刺突を含む)に よって表現され、
微隆起線や縄文、幅広の沈線は全 く存在しない。沈線は直線的なものが多 く、斜めの平行沈線や斜格子文の他、
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Introduction
On the campus of′ rohoku University, a lot of archaeological sites are knoMπ n.  AInong them, Sendai
Castle is the most famous and largest one.  Almost aH of the south part of Ka、 vauchi campus is located on
its secondary citadel area. Aobayama campus includes remarkable Paleolithic sites, and Locality B is
dated more than 100,000 years ago.  In Japan,if existing circumstances need to be changed in the kno、 vn
site area,excavation research on the buried cultural prOperties must be carried out. According to legal
procedures, the comπ�ssion for research, 、vhich 、vas organized in 1983, had carried out many salvage
excavations for ll years.  It、vas reorganized into the Center in 1994 to improve conditions Of research.
The Center mainly carries out salvage excavations Of archaeological sites on the campus,analyzes those
records and remains and pubHshes excavation reports,  Conservation and exhibition of archaeological
heritage, studies about structure of sites, artifacts, techniques of excavation and preservation are also
iFnpOrtant duties.
This is a report of two sites(1.e.,NA/115,AOE3)excavated by the Archaeological Research Center on the
Campus in 1994.
NW【15 site(Loc。 15 of Nわ Omary,1.e。 ,the secondary citadel of Sendai Casde)
This site corresponds to the area sandwiched bet、 veen the center of the secondary citadel and the outer
block of it.  This site、 vas excavated before development works、 vhich improve life environment on the
south part of Ka、 vauchi campus.  Though we researched carefully, we could not find any features and
remains belonging to Edo period because the lmperial Army and the American Army had reformed the area
on a large scale.
AOE3 site(the third excavation of Aobayama site Loc.E)
This place had been used for the maneuvers by the lmperial Army before the Second World War.  Sugao
Yamanouchi who was sub‐ assistant of the �redical Department of frOhoku lmperia1 1」 niversity had found a
piece of fiber― tempered JomOn pottery,which is similar to large quantities of pottery frona AOE3,at this
place about 80 years ago.  In those days,he was searching fiber‐ tempered pottery which、 vas considered as
a type of old Jomon pottery.  The Aobayama site was buried in obhvion for a long tirne after the Second
World War.  The Aobayama site was put on the stage afresh as Paleonthic site.  Namely in Aobayama
campus,Paleolithic sites,such as Location B(AOB),Location E(AOE),and Location F(AOF),were diSCover―
ed in 1982,and excavated in 1984 prior to construction.  Fiber― tempered」 omOn pottery was found by the
second excavation of Aobayama site Loc.E in 1993 again.
AOE3 site wras excavated in 1994 prior to construction of frhe A/1useum of Natura1 1listory.  We could get
a lot of kno郡 /1edge about settlement belonging to the lnitial Jomon period by this excavation.  This
settlement is situated on an easy slope faced to the south.  Two d、 velhng pits were found at the lower
position Of the slope,and about one hundred post holes、 vere found at the upper position of these d、 vening
pits.  �生ost of the post holes are thought to be parts of some buildings、 vith pillars enbedded directly in the
ground. Ten earthen pits were found on the ttrest of these post holes,  Some of earthen pits can be regarded
as storage pits.  A lot of stone implements、vere found in and arOund these dⅥreHing pits,  Many sherds Of
pottery were found around both d、 velhng pits and concentration of post holes.
Two dwelling pits are found close. Plans of the■ l are corner rounded square. They don't have any fire
pits inside.  They are similar to other dwening pits belonging to the lnitial JomOn period found in h/1iyagi
Prefecture.
A/1ost of archaeological remains found at the site belong to the late stage of lnitial JomOn period.  Besides
then■,there are three sherds of the Final JOmOn pottery and a piece of inside smoked IIaii ware.
Sherds belonging to the late stage of lnitial Jomon period amount to2152,and rnost of theni contain fiber
and were surface rlodified by shell― edge.This pottery with incised hnes made by shell‐ edge from AOE3 is
considered one type of JomOn pottery、 vhich have been made and used about 7500 years ago.  They resemble
ne、v stage of l」 gashillnadai type JomOn pottery、vhich have been lnade and used about 7500 years ago in the
Kanto district in many points of technology. Deep bowl、 vith flat―bottonl and t郡 〆o corner points on body is
the most popular.Pottery from AOE3 is similar to ne∬ 〃 stage of Ugashimadai type JomOn pottery in
respect to components used to create the design and to fin the design space such as motif,configuration,
basic unit, layout, structure.  But new stage of l」gashilnadai type Jomon pottery has important design
element which pottery from AOE3 doesn't have.  The design element is stamping 覇/ith a hollo郡 / cane
Stamping with a hono、 v cane is the most important design element characterizing Ugashimadai type Jomon
pottery.  These two types of Jomon pottery must be kept separated one froln the other.  ヽヽre started caning
pottery from AOE3“ Aobayama E type''after the name of the site.Though Aobayama E type JomOn
pottery has been excavated frona several sites around Sendai Bay,we cannot yet decideupOn the distribution
of it.
A total of 1993 stone implements belonging to the lnitial Jomon period were found from AOE3.
Compared with sites of Fukushilna Prefecture and Kanto district,it is characteristic that there are fe、 v
pebbles used for processing plants.
Flake tools from AOE3、 vere rnainly rnade of dacite or shale. There、vere rnany cores,flakes,chips and
unfinished flake tools of dacite,and it is considered that flakes and flake tools of dacite、vere produced inside
the site.  But the quanty of this material so much used、 vas nOt very good for flake tool.  Considering the
point that they used much of low quahty material,it is inferred that dacite could be obtained near the site.
On the other hand,cores,flakes,and chips of shale、 vere nOt so many.  Therefore,tools or flakes of shale
mlght be brought to AOE3 site from distant areas.
These t、 vo materials were used respectively for flake too13 0f different types.  Shale was used for tanged
stone scrapers and spatulate scrapers,while dacite was used for other scrapers.  There is a possibility that
the difference bet、 veen t、vo materials indicate different use or function of each type of stone tools.  There
were few reported sites that t、 vo main materials had the quanty gap,so it is not clear if the difference、 vas
found only in AOE3 or not.
Judging frOm distribution Of stone implel■ ents,several cores were abandOned in the same place.One pit
dwening had a few stone implements but rnany cores.  Other pit dwelling had many stone implements but
only one core.
lヽany chips were found from the floor of one pit d、 vening,and it is thought that flake tools were produced
inside this pit d、 veningo  Though a pit dwelling in which chips、 vere abandoned on the fioor near the、 van
was found in lwate Prefecture,we don't know pit dwellings which had facilities for abandonments of chips.
As a result of rnicrowear analysis,although each piece、 vas more or less patinared,it、 vas possible to make
functional reconstruction on 4(3 tanged scrapers, and l spatulate scraper)of 5 pieces.  The results are
summed up asfonOws.  concerning 3 tanged scrapers,Iongitudinal rnotion(such as cutting and sawing)was
mainly carried out,although,in the case of No.10,transversal mOtion(such as、 vhitthng)waS dOne after
longitudinal one.  Left and/or right lateral edge and distal end was used as 、vorking edge. Worked
materials were non‐、voody plant,wood,bone/antler and hide/meat.  Concerning the spatulate scraper, it
was interpreted that the retouched distal edge was used on dry hide in scraping mOtion。
We beheve that the archaeological features and remains frOm this site shan be of great importance to







2 1期 調査区全景 (北 から)
I期調査区金景 (東から)
6.8・ 9列拡張区 (西から)
図版 1 青葉山遺跡 E地点第 3次調査区全景
PL.l Views of AOE3
7.H期調査区全景 (北北西から) 8 1号竪穴住居跡 。2号竪穴住居跡全景 (東から)
1_調査区北壁 F・ G列周辺 (南 から)
3 B7区 深掘り調査区 (北 から)
5.06区 深掘 り調査区西壁 (東から)
13区深掘 り調査区 (南から)
6 09区 深掘り調査区西壁 (東から)
8.018区深掘り調査区西壁 (東から)
図版 2 青葉山遺跡 E地点第 3次調査断面











8 1号 竪穴住居跡ピット12(南 から)
青葉山遺跡 E地点第 3次調査検出遺構(1)














図版 4 青葉山遺跡 E地点第 3次調査検出遺構修)
PL 4 Features of AOE3(2)
幹








3 2号 竪穴住居跡東西ベル ト北側セクション (北 から)
5 2号 竪穴住居跡北側 (西 から) 卜12石器出土状況 (南西から)
1 2号 堅穴住居跡ピット1土器片出土状況 (北 から)
＼J血:と難:FI
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3 2号 竪穴住居跡ピット5。 6(北から)
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8 2号竪穴住居跡ピット26
青葉山遺跡 E地点第 3次調査検出遺構儡)














4 4号 土坑完掘状況 (南から)
6 10号土坑セクション
図版 6 青葉山遺跡 E地点第 3次調査検出遺構14)
PL.6 Features of AOE3(4)
(】 ヒから)6号土坑完掘状況 (南から)
(ラ雪か ら)1.15号土坑セクション 2.15号土坑完掘状況 (南から)
3 25号土坑セクション (南から)
L4区 2層下部不定形石器 1類出土状況 (北 から)
7.M3区 2層下部不定形石器出土状況 (東から)      8.L6区 2層下部石匙出上状況 (南Z
図版 7 青葉山遺跡 E地点第 3次調査検出遺4a151・ 遺物出土状況













青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器(1)1、 2号住居跡 (Scale l:2)
PL.8 Pottery from AOE3(1)
211
解 簿
222                           223
鸞
図版 9 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器12)
PL.9 Pottery from AOE3(2)
242
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図版 10 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器 (31
PL.10 POttery from AOE3(3)
・  
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土坑、ピッ ト、 2層下部
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図版11 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器(4)2層下部
PL ll POttery from AOE3(4)                (SCale l:2)



















図版12 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器(51
PL.12 Pottery ttom AOE3(5)
141                             142
娃
153
図版13 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器16)
















32                            41
鉤Ⅷ 鰯
図版14 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器(7)2層下部、2層
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8 貝殻による器面調整 (配29の 内面)
図版16 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土土器細部








図版17 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器(1)1～ 7 石鏃 8 石錐
PL_17 Stone implements frOm AOE3(1)
9～13 石匙  14～17 石箆
(Scale  2 : 3)
図版18 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器(21
PL 18 Stone implements from AOE3(2)
18～24 石箆 25。 26 不定形石器
(Scale  2 : 3)
図版19 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器俗)
PL 19 StOne implements from AOE3(3)




図販20 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器(4)41
PL 20 Stone implements from AOE3(4)
磨製石斧 42 凹石 43 磨石・敲石
(Scale  2 : 3)
図版21 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器(5)
PL 21 StOne implements frOm AOE3(5)
図版22 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器16)49 石核
PL 22 Stone implements from AOE3(6)
50～ 53 不定形石器 54 石核
(Scale  2 : 3)
図版23 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器例 55～ 58 石核
PL 23 Stone implements from AOE3(7) (Scale  2 : 3)






図版24 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器(8)59～ 63
PL 24 Stone implements frOm AOE3(8)  69～ 73
石鏃 64～66 石匙 67・ 68 石箆
不定形石器   (Scale 2:3)
図版25 青葉山遺跡 E地点第 3次調査出土石器19)
PL 25 Stone implements from AOE3(9)
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